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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛生使い捨て吸収性物品であって、当該物品の着用者の皮膚及び／又は粘膜表面の温度
受容器を刺激して、皮膚及び／又は粘膜表面上の温度を変化させる必要なしに、着用者に
爽快感を伝えることのできる清涼剤を含み、
　前記吸収性物品は、着用した状態において着用者の皮膚及び／又は粘膜表面に接触し、
かつ前記吸収性物品に接触している皮膚及び／又は粘膜表面に前記清涼剤を移動させる形
態で前記清涼剤を含んでおり、
　前記清涼剤が、次の式に従う群から選択されるケタール類、カルボキサミド類、シクロ
ヘキシル誘導体、シクロヘキサノール誘導体、又はこれらの混合物である、衛生使い捨て
吸収性物品。
－次の式
【化１】
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（式中、Ｒ１は、少なくとも１個であるが３個を超えないヒドロキシル基を有するＣ２～
Ｃ６アルキレン基を表し、Ｒ２及びＲ３はどちらも互いに独立に、ヒドロキシル、アミノ
、及びハロゲンを含む群から選択される１～３個の基によって場合により置換されたＣ１

～Ｃ１０アルキル、Ｃ５～Ｃ７シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１２アリールであり、ただしＲ
２及びＲ３のＣ原子の総数が３個以上であり、又はＲ２及びＲ３が合せてアルキレン基を
表し、該アルキレン基はＲ２及びＲ３基に結合する炭素原子と一緒に５～７員環を形成し
、その場合このアルキレン基はＣ１～Ｃ６アルキル基又はその混合物によって置換可能で
ある）によるケタール、
－又は、次の式
【化２】

（式中、Ｒ’は、単独では、水素又は２５個までの炭素原子を含有する脂肪族基であり；
Ｒ”は、単独では、ヒドロキシ又は２５個までの炭素原子を含有する脂肪族基であり、た
だしＲ’が水素のとき、Ｒ”は１０個までの炭素原子を有する置換フェニル、フェナルキ
ル（phenalkyl）若しくは置換フェナルキル、ナフチル及び置換ナフチル、ピリジルから
なる群から選択されるアリール基であってもよく；並びにＲ’及びＲ”は、それらが結合
している窒素原子と合せたときには、２５個までの炭素原子を有する環式又は複素環式基
を表す）、
又は
【化３】

（式中、Ｒ’及びＲ”は、単独では、それぞれ水素、Ｃ１～Ｃ５アルキル、又はＣ１～Ｃ

８ヒドロキシアルキルであり、合計で８個を超えない炭素原子を提供し、ただしＲ’が水
素のとき、Ｒ”は６個までの炭素原子を有するアルキルカルボキシアルキルでもよく；Ｒ
’及びＲ”は、合せたときには、６個までの炭素原子を有するアルキレン基を表し、該基
の反対の両末端がアミド窒素原子に結合し、それによって窒素複素環を形成し、その炭素
鎖は場合により酸素によって介挿されてもよく；Ｒ１は水素又はＣ１～Ｃ５アルキルであ
り；Ｒ２及びＲ３はそれぞれＣ１～Ｃ５アルキルであり；ただし、（ｉ）Ｒ１、Ｒ２、及
びＲ３は合せて合計で５～１０個の炭素原子を提供し；（ｉｉ）Ｒ１が水素のとき、Ｒ２

はＣ２～Ｃ５アルキルであり、Ｒ３はＣ３～Ｃ５アルキルであり、Ｒ２及びＲ３の少なく
とも一方は分枝状で、式中に印（＊）が付けられた炭素原子を基準にしてα位又はβ位で
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分枝しており、又はこれらの混合物である）によるカルボキサミド、
－又は、次の一般式
【化４】

（式中、Ｒは１～５個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキル基を表す）、又は
【化５】

（式中、Ｒ１及びＲ２は、独立に、水素、又は１～５個の炭素原子を有する直鎖若しくは
分枝鎖アルキル基、又はこれらの混合物である）によるシクロヘキサノール誘導体、
－又は、次の一般式

【化６】

（式中、Ｒは、－Ｈ、Ｃ１～Ｃ５直鎖若しくは分枝鎖アルキル基、Ｃ１～Ｃ５アルケニル
基、Ｃ１～Ｃ５アルコキシ基、又はＣ１～Ｃ５アシルオキシ基を表し、Ｒ１は、－Ｈ、又
は１～５個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝鎖アルキル基、又はこれらの混合物を表
す）によるシクロヘキシル誘導体。
【請求項２】
　前記物品が、パンティライナー、生理用ナプキン、失禁用パッド、陰唇間パッド及び胸
当てからなる群から選ばれる女性用の衛生使い捨て吸収性物品である、請求項１に記載の
物品。
【請求項３】
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　前記清涼剤が、シクロヘキシル誘導体である、請求項１～２のいずれか一項に記載の吸
収性物品。
【請求項４】
　シクロヘキシル誘導体がメンチルラクテートである、請求項３記載の吸収性物品。
【請求項５】
　清涼剤としてさらにメンソールを含む、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　清涼剤を含む部分は、０．０１ｇｍ－２～３００ｇｍ－２の清涼剤を含む、請求項１～
５のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記清涼剤を含有するため、溶媒又は分散媒を含む、請求項１～６のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記溶媒又は分散媒が、０．１重量％～９９．９重量％のエモリエント剤を含む、請求
項７に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記溶媒又は分散媒が、石油系；その脂肪鎖に８～２８個の炭素原子を有する脂肪酸類
；スクロースエステル脂肪酸；ポリエチレングリコール及びその誘導体；脂肪酸エステル
型；アルキルエトキシレート型；脂肪酸エステルエトキシレート類；脂肪アルコール型；
ポリシロキサン型；プロピレングリコール及びその誘導体；Ｃ８～Ｃ２８脂肪酸のグリセ
リド、アセトグリセリド、及びエトキシ化グリセリド等の、グリセリン及びその誘導体；
鯨蝋又は他の蝋類；その脂肪鎖に８～２８個の炭素原子を有する脂肪アルコールエーテル
類、プロポキシ化脂肪アルコール類；ポリヒドロキシアルコール類の他の脂肪酸エステル
；ラノリン及びその誘導体；カオリン及びその誘導体；ソルビトール及びその誘導体；ト
リヒドロキシステアリン；及びこれらのエステル誘導体および混合物からなる群から選択
されるエモリエント剤を含む、請求項７又は８に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記溶媒又は分散媒が、次の式

【化７】

又は
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【化８】

（式（Ｉ）及び（ＩＩ）では、Ｒ１及び各Ｒ２は、独立に、２～２２個の炭素原子を有す
るアシル基、又は１～２４個の炭素原子を有するアルキル、アルケニル、アリールアルキ
ル、ヒドロキシアルキル基、又は水素であり、Ｒ１及びＲ２の少なくとも一方が該アシル
基であり、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、及びＲ９は、独立に、１～２４個の炭
素原子を有するアルキル、アルケニル、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル、アルコ
キシ基、ヒドロキシ基、又は水素基であり；Ｒ１０及びＲ１１は、独立に、２～２４個の
炭素原子のアルキル、アルケニル、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル、アルコキシ
基、ヒドロキシ基、又は水素基であり；Ａ及びＢは、独立に、Ｃ１～Ｃ６直鎖若しくは分
枝鎖アルキレン、アルキル、アルケニレン、アルコキシレン、アルコキシル、ヒドロキシ
アルキレン、ヒドロキシアルキル基であり；ｘの値は、独立に、０～１５であり；ｙの値
は、独立に、０又は１である）；
又は

【化９】

（式（ＩＩＩ）では、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は、独立に、１～２２個の炭素原子を有する
アシル、アルキル、アルケニル、又はヒドロキシアルキル基であり、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、
Ｒ７、及びＲ８は、独立に、Ｃ１～Ｃ１０の直鎖若しくは分枝鎖アルキル、アルケニル、
アシル、ヒドロキシアルキル、又はアルコキシ基、ヒドロキシ、塩素、臭素、アミン、又
は水素からなる群から選択される）を有するアルコール又はエステル並びに酸誘導体ある
いはこれらの混合物を含む、請求項７又は８に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　該溶媒又は分散媒が、トリエチルシトレート、アセチルトリブチルシトレート、トリア
セチルシトレート、Ｏ－アセチルトリエチルシトレート、ポリエチレングリコール、及び
／又はプロピレングリコールを含み、最も好ましくはトリエチルシトレート、アセチルト
リブチルシトレート、及び／又はトリアセチルシトレートを含む、請求項７～１０のいず
れか一項に記載の吸収性物品。
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【請求項１２】
　前記物品が着用者に面する表面を含み、該着用者に面する表面の少なくとも一部が前記
清涼剤を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記物品が、着用者に面する表面としてのトップシート、衣類に面する表面としてのバ
ックシート、及び前記トップシートとバックシートの間に介挿された吸収性コアを具備す
る衛生吸収性物品である、請求項１～１２のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
　前記通気性バックシートが、孔あきポリマーフィルム又は二次元平面状孔あきフィルム
から選択される層を少なくとも１つ具備する、請求項１３に記載の吸収性物品。
【請求項１５】
　前記層が二次元平面状孔あき層であって、前記孔が、１５０マイクロメートル～１マイ
クロメートルの平均直径を有する、請求項１４に記載の吸収性物品。
【請求項１６】
　前記層が孔あきポリマーフィルムであって、前記孔が１００マイクロメートル～５００
マイクロメートルの平均直径を有する、請求項１４に記載の吸収性物品。
【請求項１７】
　前記通気性バックシートが、少なくとも２つの層を具備しており、第一層が孔あき層を
具備し、第二層が繊維質の層を具備する、請求項１４に記載の吸収性物品。
【請求項１８】
　前記通気性バックシートが、フィルム平面に対して垂直ではなくフィルム平面に対して
９０°未満の角度をもって配置された毛管を形成する孔を有する液体不透過性ポリマーフ
ィルムから構成される弾性三次元ウェブの第一層を少なくとも具備し、４０ｇ／ｍ２未満
の坪量を有する合成繊維から形成される繊維質不織布ウェブである通気性の第二層を少な
くとも具備する、請求項１７に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、知覚される外部条件を作り出す必要なしに物品の着用者に知覚を伝えること
のできる剤を含む、吸収性物品、特に生理用ナプキン及びパンティライナーに関する。
【０００２】
　本発明による使用に好適な剤は、例えば、物品の着用者の皮膚及び／又は粘膜表面にお
いて温度変化を作り出す必要なしに、人体の温度受容器（例えば、冷受容器又は熱受容器
）を刺激することのできる剤である。
【背景技術】
【０００３】
　吸収性物品、特に生理用品の分野の発展を受けて、ますます重要になっている消費者の
ニーズとは、使用時の快適性のレベルの高い製品を提供することである。
【０００４】
　吸収性物品において消費者に快適性利益を提供する１つの手段は、通気性製品を提供す
ることである。通気性を高めるためには、典型的に、吸収性物品に、いわゆる「通気性バ
ックシート」が組み込まれる。一般的に利用されている通気性バックシートは、例えば、
米国特許４，５９１，５２３号に開示されているような、流体を特定の方向へ移動させる
微小多孔性フィルム及び孔あき成形フィルムである。これらの種類の通気性バックシート
は、どちらも蒸気透過性であり、周囲環境との気体交換が可能である。これにより、コア
内に蓄えられた流体の一部が蒸発可能になり、吸収性物品内の空気の循環が増加する。後
者は、使用時に多くの着用者が経験するべたつき感を軽減させることから特に有益である
。
【０００５】
　乳児用のおむつ、又は女性用の生理用ナプキン若しくはパンティライナーのような吸収
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性物品は、使用する際の快適性のような様々な特徴に関して近年大幅に改良されているが
、さらなる改良、すなわち女性用衛生吸収性物品のような吸収性物品の、特に長時間着用
時の着用感をより心地よいものにすることへの消費者の要望がなお存在する。
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、着用感をさらに心地よくし、それによって使用する際の
快適性を改善する、吸収性物品、好ましくは女性用の吸収性物品を提供することである。
【０００７】
　着用者によって知覚される外部条件を作り出す必要なしに物品の着用者に知覚を伝える
ことのできる剤を含む、生理用ナプキン及びパンティライナーのような吸収性物品を提供
することによって、着用中の心地よさが改善されることがわかった。有利なことに、本発
明は、物品が接触する着用者の身体の表面において環境条件を変化させずに清涼感又は温
感のような所望の様々な感覚を刺激することによって、有用な作用を提供する、すなわち
物品の着用者に改善された快適性を伝える吸収性物品を提供する。
【０００８】
　本発明の物品において使用される（１種又は複数の）剤は、物品の着用者によって知覚
される外部条件を作り出す必要なしに、着用者に主観的知覚／感覚を引き起こす能力を有
する。この知覚／感覚は、感覚神経末端の受容器への直接的な刺激に起因しており、それ
が次には中枢神経系を刺激する。関心のある受容器は、温感、冷感、触覚、又は痛覚を伝
えることのできる知覚受容器である。
【０００９】
　好ましい実施形態では、生理用ナプキン及びパンティライナーのような本発明による吸
収性物品は、着用者によって知覚される対応する外部条件を作り出す必要なしに、すなわ
ち物品の着用者の身体面上における温度を変化させる必要なしに、清涼／爽快感を伝える
ことのできる清涼剤を含む。本明細書の物品において使用するのに好適な清涼剤は、物品
の着用者の皮膚及び／又は粘膜の温度受容器を直接的に刺激することができる。さらに、
絶え間ない刺激によって長時間持続する清涼／爽快感が送給され、これが皮膚及び／又は
粘膜表面と物品、より明確には清涼剤との直接接触が停止した後でも続くことは、注目に
値する。有利なことに、これらの爽快性は、物品と皮膚及び／又は粘膜表面との接触時に
いかなる湿潤感も知覚されることなく送給されるので、際立った爽快感及びドライ感と、
したがって清潔感とが得られることになる。さらに、物品の着用者が爽快感及びドライ感
を知覚すると、着用者の発汗傾向が低下すると考えられている。
【００１０】
　前述の利益を送給するために本明細書に用いるのに好適な清涼剤は、通常、ペパーミン
ト油、ユーカリプトール、ユーカリ油、サリチル酸メチル、カンファー、茶木油、ケター
ル類、カルボキサミド類、シクロヘキサノール誘導体、本明細書で後述するシクロヘキシ
ル誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択される。
【００１１】
　本明細書に用いるのに好ましい清涼剤は、ケタール類、カルボキサミド類、シクロヘキ
サノール誘導体、メンソール以外のシクロヘキシル誘導体、例えば、メンチルラクテート
である。これらの清涼剤はすべて、長時間持続する清涼特性に加えて、メンソールよりも
皮膚への刺激が少なく、実質的にミント型の臭気がなく、使用温度及び室温で物理的に安
定であるという利点を有する。実際、これらの清涼剤はすべて、メンソールとは対照的に
、使用（身体との直接接触）温度又は室温で昇華する傾向がなく、したがって物品の使用
条件での安定性及び貯蔵時の安定性が改善されることになる。有利なことに、これらの清
涼剤の全体の活性能力は、それが必要になるときまで、すなわち物品が、例えば、ヒトに
よって着用される時間まで及び着用時間中も維持される。
【００１２】
　本明細書で使用される剤は、粉末、フレーク、粒子、蝋、液体等の形態で存在してもよ
いし、又は溶液、懸濁液、分散液、エマルション等としてキャリアビヒクル中に存在して
もよい。さらに、剤は、マイクロカプセル、吸収性材料、物品内に形成された部分的又は
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完全に閉塞された空隙（以下、「セル」と呼ぶ）、接着剤、エモリエント剤含有組成物、
固体支持体等によって放出可能に含有されてもよい。実際に、本明細書の好ましい実施形
態では、本発明による物品は、剤を放出可能な状態で含有するため、並びに物品の着用者
の皮膚及び／又は粘膜表面の少なくとも一部分に該剤を送給するためのデリバリーシステ
ムを含む。本明細書では、（１）溶媒、（２）分散媒、（３）体液から出る水分との接触
による溶解、身体からの圧力による破裂、又は物品を着用者に適用する前におけるユーザ
の手動による破裂により清涼剤の圧出が誘発される圧力破裂性又は可溶性のマイクロカプ
セル、（４）吸収性材料、（５）水分との接触、熱、又は圧力により剤を放出するセル、
（６）水分等との接触で剤を放出する水溶性接着剤、（７）清涼剤をコーティング可能な
固体支持体、（８）エモリエント剤含有組成物という技術的事項をすべて「デリバリーシ
ステム」と称している。好ましいデリバリーシステムは、エモリエント剤含有組成物であ
る。本明細書で特に好適な１つの実施形態では、エモリエント剤含有組成物は、本質的に
エモリエント剤と本明細書で使用される剤とからなり、いかなる追加化合物も含まない。
好ましくは、デリバリーシステムは、物品の着用時に皮膚に近接させて、より好ましくは
物品の着用者の皮膚及び／又は粘膜表面の少なくとも一部分上に、剤を配置する。
【００１３】
　デリバリーシステム、好ましくはエモリエント剤含有組成物の存在は、物品の着用者に
より速い知覚を提供し、さらに長時間着用時に持続性のある知覚を提供することから望ま
しい。実際、いかなる理論にも束縛されるものではないが、該デリバリーシステム、すな
わちエモリエント剤含有組成物（好ましくは本明細書で後述するエステル誘導体、例えば
、トリエチルシトレート）は、本明細書に記載の清涼剤のような剤のためのキャリアとし
て作用して、剤が物品中の位置から着用者の身体表面（皮膚及び／又は粘膜表面）に移動
し、皮膚の外層（角質層）に浸透して、哺乳類の皮膚及び／又は粘膜表面の受容器（例え
ば、温度受容器）に直接的に長時間接触するのを助けると考えられている。換言すれば、
該デリバリーシステム、すなわち本明細書で後述するエステル誘導体のようなエモリエン
ト剤含有組成物は、同濃度であるが清涼剤を含む同じ物品と比較して、清涼剤のような剤
がその標的、すなわち温度受容器に、より速い条件で到達するのを助け、それによってよ
り即時に爽快感を送給し、剤を温度受容器に長時間接触させて維持し、それによって長時
間持続する爽快感を促進する。有利なことに、本明細書の好ましい実施形態では、清涼剤
に加えてエモリエント剤が存在すると、最適化された（より即時、及び物品の長時間着用
時の両方で）爽快感を送給すると同時に、皮膚の健康を維持し、又は改善さえもする。実
際、エモリエント剤が存在すると、皮膚を保湿し／潤いを与え、柔軟にして、肌荒れ、ひ
び割れ、及び皮膚の刺激を軽減する傾向がある。
【００１４】
　さらに、このようなデリバリーシステム、すなわち本明細書で後述するエモリエント剤
含有組成物の存在は、清涼剤のような剤の可溶化を助け、それによって物品の少なくとも
一部分への剤の均一な適用（望ましい場合）を容易にする。本明細書の好ましい実施形態
では、剤は、物品の着用者に面する表面上に均一に適用され、それによって物品のより速
い、及び長時間着用時の持続性のある知覚にさらに寄与する。
【００１５】
　デリバリーシステム、すなわち本明細書で後述するエモリエント剤含有組成物の存在の
さらなる利点は、本明細書の物品の保管時及び使用時の剤の物理的及び化学的安定性に寄
与することである。
【００１６】
　剤が清涼剤、典型的には後述するものである本明細書の好ましい実施形態では、本発明
による物品は、通気性があり、すなわち液体蒸気透過性、好ましくは空気透過性である。
実際、物品の通気性は、爽快感及びドライ感、とりわけ長時間持続する爽快感及びドライ
感にさらに寄与する。理論に束縛されるものではないが、通気性物品の使用によって、該
物品が覆う皮膚表面の温度をより快適に維持することができ、その温度は、非通気性物品
とは対照的に、消費者がこのような物品を着用していないときの皮膚表面の温度により近
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いものと考えられている。このことが、外陰部領域により理想的又は「正常」な温度知覚
を提供し、それによって本発明の物品中の清涼剤の存在によって提供される爽快感に寄与
している。また、物品の通気性は、物品／皮膚境界面の湿度を低下させ、その結果ドライ
感を増大させる。この着用者への爽快感及びドライ感の増大が、際立った清潔感を生じさ
せることになる。
【００１７】
　通気性の吸収性物品を使用することによって、着用者の使用時の快適性が改善される（
すなわち、爽快感及びドライ感が改善される）だけでなく、悪臭の知覚も低減される。通
気性のある環境は、初期の快適性の利益（爽快感及びドライ感）に寄与するだけでなく、
人体に接触して着用される物品上への身体からの排出物に典型的に伴われる悪臭発生を、
効果的に低減又は防止さえもすると考えられている。実際、物品の通気性は、着用者の皮
膚と物品の表面との間にある高温多湿で嫌気性の環境を減少させ、悪臭発生の原因として
知られている微生物の成長の全体的な減少に寄与する。さらに、着用者の皮膚周辺と物品
自体との間の高温多湿の閉塞的環境を減少させることで、着用者の発汗傾向も軽減される
。その結果、悪臭に関連する付随する発汗量も減少する。
【００１８】
　本明細書の実施形態において、本発明による物品は、剤、典型的には清涼剤に加えて、
いかなる臭気抑制剤（例えば、ゼオライト、ケイ酸塩、シリカ、キレート剤、酸化剤、抗
菌剤等）を含んでもよい。このような物品は、使用時の快適性及び行動の自由をさらに改
善するのに特に有益である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　米国特許第５，６４９，９１４号及び米国特許第５，７９７，８９２号では、着用者が
物品内に尿をすると加熱又は冷却効果を生じるトイレ訓練用補助製品が開示されている。
この加熱又は冷却効果は、トイレ訓練の方法を補助するための試みとして、着用者の不快
感を引き起こすことを意図している。この加熱又は冷却効果は、物品自体には有用な作用
をなさない。その代わりに、トイレ訓練用補助製品は、着用者に何らかの行動を起こさせ
る働きをする（すなわち、濡れた物品を脱いで新しいものを着用させる）。さらに、トイ
レ訓練用補助製品は、物品自体の内部の状態のみに反応し、物品と着用者との間の状態に
は反応しない。さらに、トイレ訓練用補助製品は短時間だけ機能し、典型的な着用時間に
おいて相対湿度又は温度を持続的に低下させるようには設計されていない。欧州特許第７
０４１９５号は、感温反応性化学物質を含有する月経検出器として使用される生理用ナプ
キンを開示している。このような感温反応性化学物質の例には、チオ硫酸ナトリウム又は
次亜硫酸ナトリウムが挙げられ、これらは月経血のような高温液体に接触し溶解したとき
に低温に変化することにより反応可能である。本明細書で前述した衛生使い捨て吸収性物
品に関するこの技術は、着用者によって知覚される外部環境条件を変えずに、着用者の中
枢神経系による知覚を変えることによって、着用者の快適性を改善する取組みについては
全く教示していない。
【００２０】
　皮膚及び／又は粘膜表面上の温度を変えずに清涼感を与える清涼剤は、それ自体既知で
あるのと同様に、飲料及びチューインガムのような食用組成物、シェーブローション、防
臭剤、フェイスクリーム、シャンプー、化粧石鹸、及び歯磨剤のような化粧製品、葉巻、
タバコ、及び噛みタバコのようなタバコ調製品における利用でも知られている。例えば、
米国特許第５，４５１，４０４号、米国特許第５，２６６，５９２号、又はドイツ国特許
第２６，０８，２２６号参照。国際公開第９６／１４８４０号も、鎮痛剤としてのメンチ
ルラクテートの使用を開示している。
【００２１】
　これら先行技術の参照文献のいずれも、着用者によって知覚される外部条件を作り出す
必要なしに、例えば環境温度条件を変化させる必要なしに、着用者に知覚（例えば、温感
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又は爽快／清涼感）を伝えることのできる剤を含んで、改善された快適性及び行動の自由
を付与する、吸収性物品、すなわち生理用ナプキン及び／又はパンティライナーのような
衛生使い捨て物品を開示も提案もしていない。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明は、着用者によって知覚される外部条件を作り出す必要なしに着用者に知覚を伝
えることのできる剤を含む、吸収性物品を包含する。
【００２３】
　きわめて好ましい物品は、生理用ナプキン及び／又はパンティライナーのような女性用
の衛生使い捨て吸収性物品である。
【００２４】
　本発明によるきわめて好ましい剤は、ヒトの皮膚及び／又は粘膜表面の温度受容器を化
学的に刺激して、皮膚／粘膜表面における温度を変える必要なしに物品の着用者に爽快感
を伝えることのできる清涼剤である。
【００２５】
　好ましい実施形態では、吸収性物品は、剤、好ましくは清涼剤を含有して、該物品の着
用者の皮膚及び／又は粘膜表面の少なくとも一部分に該剤を送給するためのデリバリーシ
ステムを含む。好ましくは、該デリバリーシステムは、剤に加えてエモリエント剤を含む
、エモリエント剤含有組成物である。エモリエント剤含有組成物は、物品が皮膚及び／又
は粘膜表面に接触すると急速に物品の着用者に知覚／感覚を送給する一方、長時間着用時
、典型的には物品の全着用時間の間中、知覚／感覚を維持する反面、皮膚の健康を維持し
、又は改善までもすることができる。
【００２６】
　好ましい実施形態では、本発明による吸収性物品は通気性である。物品の着用者の皮膚
と物品との間の高温多湿の閉塞的環境を減少させる物品の通気性が、本明細書に記載され
るような清涼剤の存在により、使用によって知覚される爽快感及びドライ感に寄与してお
り、それにより長時間着用時のさらに改善された清潔感をもたらすことになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　本明細書では、「物品」とは、本明細書に記載の剤を含むことができ、人体の皮膚及び
／又は粘膜表面に直接接触して着用されるのに好適な、三次元的固体又は半固体の基質／
物質を意味する。
【００２８】
　本明細書で「使い捨て」という用語は、洗濯されるか、さもなければ物品として復元又
は再利用されることを意図しない（すなわち、一回の使用後に廃棄されるか、好ましくは
リサイクルされるか、堆肥化されるか、さもなければ環境に適合する方法で処分されるこ
とを意図する）物品を説明するために用いられる。
【００２９】
　本明細書で使用するとき、「衛生物品」という用語は、乳児及び成人又はさらに動物に
よる使用のための、快適性及び／又は医療用途の様々な物品を指す。
【００３０】
　本明細書で「吸収性物品」という用語は、流体及び／又は滲出物、とりわけ体液／身体
滲出物を、受け取ること及び／又は吸収すること及び／又は収容すること及び／又は保持
することのできる、あらゆる物品を含めた非常に広い意味で用いられる。本明細書で「吸
収性物品」と呼ぶものには、生理用ナプキン、パンティライナー、失禁パッド、陰唇間パ
ッド、胸当て、汗吸収用腋窩パッド、カラーインサート、乳児用おむつ、成人用失禁おむ
つ、及びヒト排泄物処理用具が含まれるがこれらに限定されない。典型的に、このような
ヒトの尿又は糞便処理用具は、孔と、孔を取り囲むフランジとを有する袋を具備しており
、このフランジは、着用者の泌尿生殖器及び／又は肛門周囲の領域に好ましくは接着剤で
取り付けるためのものである。当該技術分野において既知の尿又は糞便処理用具は、いず



(11) JP 4679799 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

れも本明細書に用いるのに好適である。このような処理用具は、例えば、国際公開第９９
／０００８４号～第９９／０００９２号に記載されている。
【００３１】
　本明細書で使用するとき、「着用者に面する」表面という用語は、物品の使用時に、概
ね着用者の皮膚及び／又は粘膜表面の方を向く、物品の構成要素の表面を指す。本明細書
で使用するとき、「衣類に面する」表面という用語は、物品の反対側の外表面を指し、典
型的には衣類と直接接触して着用された場合に着用者の衣類の方を直接向く表面を指す。
【００３２】
　本明細書で使用するとき、「体液及び／又は身体滲出物」という用語は、自然に、又は
例えば皮膚を切った場合のように事故によって発生する、人体によって生成されるあらゆ
る流体／滲出物を指し、例えば、汗、尿、経血、糞便、膣分泌物などが含まれる。
【００３３】
　本明細書で使用するとき、「皮膚の健康を維持する」という用語は、健康な皮膚の自然
な状態を保つことを意味する。「皮膚の健康を改善する」という用語は、皮膚への悪影響
の程度を低減することを指す。これらの用語は、物品によって覆われる領域の皮膚の健康
について説明している。本発明の物品が、個々の着用者の様々な領域で皮膚の健康を維持
し、又は改善さえもすることが認識される。
【００３４】
　剤
　本発明によれば、この物品は、必須成分として、着用者によって知覚される外部条件を
作り出す必要なしに着用者に知覚を伝えることのできる剤を含む。
【００３５】
　「外部条件」とは、物品が適用／接触される、物品の着用者の身体表面、典型的には皮
膚及び／又は粘膜表面における環境条件を意味する。
【００３６】
　「知覚」とは、着用者の中枢神経系によって知覚された前記着用者の皮膚及び／又は粘
膜表面の１つ以上の知覚受容器の刺激によって開始される多段階プロセスの結果を意味す
る。
【００３７】
　このような知覚には、通常、触感、温感、清涼／爽快感、無痛感などが挙げられる。こ
れらの知覚／感覚は、それぞれ、１つ以上の知覚受容器（例えば、温受容器及び冷受容器
を含む温度受容器、痛覚受容器など）の刺激によって開始される。
【００３８】
　このような受容器についてのさらなる詳細は、文献に記載されている。温度受容器の参
照文献の例は、ハーバート・ヘンセル（Herbert Hensel）ＭＤによる「ヒトにおける温度
感覚及び温度受容器（Thermal sensation and thermo-receptors in man）」（１９８２
年チャールズＣ．トーマス（Charles C.Thomas）発行）である。
【００３９】
　本発明の物品は、物品が接触する皮膚及び／又は粘膜表面の領域内の受容器を刺激し、
それによって所望の知覚／感覚を促進するのに十分な量の剤を含む。感覚の種類、程度、
及び持続時間が剤によって異なるので、各物品で使用される剤の量は、広範に変化する。
【００４０】
　本明細書に用いるのにきわめて好ましい剤は、加温剤又は清涼剤であり、これらは典型
的に、物品の着用者の身体面上における温度変化を作り出す必要なしに、温度受容器（す
なわち、温熱又は寒冷知覚受容器）を刺激することができる。
【００４１】
　本明細書に用いるのに好適な清涼剤には、皮膚の障壁に浸透することができるすべての
清涼剤が含まれ、その清涼効果（本明細書では爽快効果とも呼ぶ）は、身体の表面上でい
かなる温度変化も生じずに、低温の検知を担う身体の神経末端にこれらの剤が直接作用す
ることによる生理学的効果である。これらの剤は、神経末端にある冷受容器に対する直接
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的な化学刺激として作用し、それが次には中枢神経系を刺激すると考えられている。この
ように、実際の皮膚の温度変化がない場合でも爽快感／清涼感が模される。刺激の持続性
により、清涼剤を取り除いた後でも長時間持続する爽快／清涼感が送給される。
【００４２】
　本明細書では、爽快／清涼感は、特定個人に対する個人的なものであることを理解すべ
きである。皮膚試験は、幾分主観的なものであり、同じ試験を受けても他者よりも爽快／
清涼感が強い又は弱い者もいることを認められなければならない。この知覚は、皮膚上の
温度受容器の密度及び皮膚の厚さに依存する。典型的に、皮膚が薄いほど清涼感（本明細
書では爽快感とも呼ばれる）が強いことが観察される。いかなる理論にも束縛されるもの
ではないが、皮膚が薄いほど、皮膚を通じた清涼剤の浸透が急速になり、その吸収レベル
が高くなると考えられている。さらに、研究によって、地理的要因及び／又は種族が、爽
快感の知覚にさらなる役割を果たすことが実証されている。
【００４３】
　清涼剤の活性に関する研究から、清涼剤の分子構造の４つの特徴が爽快／清涼感の送給
に特に重要であることが示された。Ｈ．Ｒ．ワトソン（Watson）ら、化粧品化学会誌（Jo
urnal of the Society of Cosmetic Chemist）、第２９巻、１８５～２００頁、１９７８
年を参照し、これを本願に引用して援用する。
【００４４】
　本明細書に用いるのに好適な清涼剤は、次の特性を有する。
　－水素結合作用－清涼剤は明らかに、水素と結合できる原子又は基を有する必要がある
。分子の水素結合能力が強いほど、冷却効果が強くなる。ただし、その分子内に１超過の
水素結合基が存在すると、分子がもはや適正な親油性を持たないので、その清涼効果が低
下し得る。
　－身体の受容器が「認識」できるような小さい炭化水素骨格。
　－清涼特性を送給し、それを皮膚の外層のような生物膜に浸透させることのできる親水
性部分と疎水性部分とのバランス－このバランスを決定する最も一般的な方法は、ハンシ
ュ（Hansch）のｌｏｇＰ値－ハンシュ（Hansch）による水とｎ－オクタノールの分配係数
－を使用することである。ｌｏｇＰ値は、物質の薬理学的活性における決定的因子、とり
わけそれが皮膚を通じてどのように輸送されるかに関する、決定的因子として認識されて
いる。本明細書に用いるのに好ましい清涼剤のｌｏｇＰ値は、一般に約２．０～３．０で
ある。
　－典型的に、１５０～３５０の分子量。
【００４５】
　理論に束縛されるものではないが、本明細書に用いるのに好適な清涼剤は、皮膚表面を
通って浸透し、冷受容器の膜を脱分極する（カルシウムイオン交換を妨害することによっ
て神経細胞膜の内側と外側との電位差をなくす）ことができるものであると考えられてい
る。爽快感は、脱分極の結果として知覚される。より詳細には、清涼剤のカルシウム結合
特性により、神経細胞膜の外側と内側とのカルシウムイオン濃度の平衡が乱されると考え
られている。換言すれば、神経細胞膜の外側のカルシウムイオン濃度を低下させることに
よって膜が脱分極され、その結果、神経繊維の放電率が上昇して、中枢神経系に電気刺激
が移動する。いかなる理論にも束縛されるものではないが、長時間持続する効果は、清涼
剤とカルシウムイオンの錯体の結合安定性に関係すると考えられている。清涼剤とカルシ
ウムイオンの錯体の安定性が高いほど、カルシウムが清涼剤に結合する時間が長くなり、
得られる爽快感が長く持続する。
【００４６】
　好適な清涼剤には、典型的に、メンソール又はペパーミント油が含まれる。このような
化合物は爽快感を提供することで知られているが、これらには、強いミント臭を有し、高
濃度では皮膚に対する刺激性があり、室温で昇華するという欠点がある。したがって、本
明細書に用いるのにきわめて好ましい清涼剤は、メンソール又はペパーミント油よりも放
臭の少ないものである。実際、ミント臭のない清涼剤は、本明細書において単独で又はメ



(13) JP 4679799 B2 2011.4.27

10

20

30

40

ンソール（又は、ペパーミント油のような、その供給源、若しくはそれを含有する他の植
物抽出物）と組み合わせて使用するのに好ましく、それによって改善された臭気特性及び
皮膚安全性を有する物品が提供される。
【００４７】
　本明細書に用いるのに特に好適な清涼剤には、ケタール類、カルボキサミド類、シクロ
ヘキサノール誘導体、及び／又はシクロヘキシル誘導体が挙げられる。
【００４８】
　（ケタール類）
　本明細書に用いるのに好適なケタール類は、次の式による。
【００４９】
【化１】

式中、Ｒ1は、少なくとも１個であるが３個を超えないヒドロキシル基、好ましくは１個
のヒドロキシル基を有するＣ2～Ｃ6アルキレン基を表し、Ｒ2及びＲ3はどちらも互いに独
立に、ヒドロキシル、アミノ、及びハロゲン（例えば、フッ素、塩素、臭素、又はヨウ素
）を含む群から選択される１～３個の基によって場合により置換されたＣ1～Ｃ10アルキ
ル、Ｃ5～Ｃ7シクロアルキル、好ましくはシクロヘキシル、Ｃ6～Ｃ12アリール、好まし
くはフェニルであり、ただしＲ2及びＲ3のＣ原子の総数が３個以上であり、又はＲ2及び
Ｒ3が合せてアルキレン基を表し、該アルキレン基は、Ｒ2及びＲ3基に結合する炭素原子
と一緒に５～７員環を形成し、その場合このアルキレン基はＣ1～Ｃ6アルキル基によって
置換可能である。
【００５０】
　好ましい基であるＲ2及びＲ3は、メチル、イソプロピル、及びｔ－ブチルを含む。
【００５１】
　基Ｒ2及びＲ3の長さは化合物Ｉの効果に影響を及ぼす。すなわち、短い基は即時で短時
間の効果を生じ、長い基は遅延性ではあるが長時間持続する効果を生じる。化合物の水へ
の可溶性が望まれる場合、より短い基Ｒ2及びＲ3を有する化合物を使用することが好まし
い。
【００５２】
　好ましい基Ｒ1には、１，２－及び１，３－アルキレン基が包含され、それが、２個の
酸素原子、及び該２個の酸素原子が結合している炭素原子と合せて、ジオキソラン又はジ
オキサン環を形成する。
【００５３】
　Ｒ2及びＲ3が合せてアルキレン基を表す好ましい化合物Ｉは、次の式の化合物である。
【００５４】
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【化２】

式中、Ｒ4～Ｒ15は互いに、独立に、水素又はＣ1～Ｃ6アルキル、好ましくは水素又はＣ1

～Ｃ4アルキルを表し、ｍ及びｎは互いに、独立に、０又は１を表す。
【００５５】
　式Ｉａの好ましい化合物は、ｍ＋ｎの合計が１である化合物、すなわち、場合により置
換されたシクロヘキサノンのケタール類である。
【００５６】
　好ましい置換基は、特に１～３個存在してもよく、メチル、イソプロピル、及びｔ－ブ
チルである。
【００５７】
　ケタールＩは、既知の方法で調製することができる。例えば、ケタールＩは、一般に、
ケタールＩの基礎となっているケトンと、３個以上５個以下、好ましくは３個のヒドロキ
シル基を有する等量以上の脂肪族Ｃ3～Ｃ6アルコールとの酸触媒反応によって調製される
。一般に、ケタールＩの基礎となっているケトン、及び０．５ツール当量（tool equival
ents）以上であるが、原則として、この量より１．２～４倍、好ましくは１．５～３倍過
剰の、３～５個のヒドロキシル基を有するＣ3～Ｃ6アルコールが用いられる。使用できる
酸触媒の例は、触媒的に有効な量のｐ－トルエンスルホン酸、リン酸、又は硫酸水素カリ
ウム（例えば、ケトン１モル当たり０．１～３ｇのｐ－トルエンスルホン酸）である。反
応は、好ましくは、有機溶剤中又は水消費型の共試薬中のいずれかで行われ、有機溶剤は
水と合せて共沸混合物を形成するので、ケタールの形成の間遊離される水を共沸飛沫同伴
によって除去することができ、水消費型の共試薬には、例えば、トリアルキルオルトエス
テルが使用される。好ましい有機溶媒は、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロロホルム
、塩化メチレン、及びトリクロロエチレンを含む。
【００５８】
　反応は、水がそれ以上分離しないとき、あるいはエステル／アルコール混合物がそれ以
上分離しないときに、完了したとみなすことができる。その後生成物を希アルカリ及び水
で洗浄して、有機層を分離及び乾燥させ、溶媒を除去し、適切であれば、例えば蒸留によ
って残留物を精製することが推奨される。
【００５９】
　特に好ましいケタールＩは、次の式のものである。
【００６０】
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【化３】

式中、Ｒ1は上述した意味を有する。
【００６１】
　特に好ましいケタールは、ケタールＩＩである。
【００６２】
　本明細書に使用されるケタールＩは、非対称Ｃ原子を有することができ、したがって光
学異性体が発生し得る。用いられる出発物質及び調製方法に応じて、該ケタールは、光学
異性体の混合物の形態又は純粋な異性体の形態で存在し得る。異性体の冷却効果は異なる
ことがあり、そのため一方又は他方の異性体が好ましい可能性がある。
【００６３】
　これらのケタール類は、例えば、米国特許第５，２６６，５９２号に記載及び例示され
ており、その全体を本願に引用して援用する。
【００６４】
　市販のケタールの例には、Ｒ1がエチル－（２－ヒドロキシメチル）である上記の式（
ＩＩ）のケタール、すなわちメントングリセロールケタールが挙げられ、これはハーマン
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＆ライマー社（Haarmann & Reimer GmbH）（ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）Ｍ
ＧＡ（登録商標）の名称で入手可能である。
【００６５】
　（カルボキサミド類）
　本明細書に用いるのに最も有用であることが見出されたカルボキサミド類は、米国特許
第４，１３６，１６３号（ウェイソン（Wason）ら、１９７９年１月２３日）、及び米国
特許第４，２３０，６８８号（ロウセル（Rawsell）ら、１９８０年１０月２８日）に記
載のものである。両方の全体を本願に引用して援用する。
【００６６】
　本明細書に用いるのに特に好適なカルボキサミド類は、Ｎ－置換－ｐ－メンタン３－カ
ルボキサミド類（米国特許第４，１３６，１６３号）である。これらの化合物は、次の式
の３－置換－ｐ－メンタン類である。
【００６７】
【化４】

式中、Ｒ’は、単独では、水素、又は２５個までの炭素原子を含有する脂肪族基であり；
Ｒ”は、単独では、ヒドロキシ、又は２５個までの炭素原子を含有する脂肪族基であり、
ただしＲ’が水素のとき、Ｒ”は１０個までの炭素原子を有するアリール基であってもよ
く、置換フェニル、フェナルキル（phenalkyl）又は置換フェナルキル、ナフチル及び置
換ナフチル、ピリジルからなる群から選択され；並びにＲ’及びＲ”は、それらが結合し
ている窒素原子と合せたときには、２５個までの炭素原子を有する環式又は複素環式基、
例えば、ピペリジノ、モルホリノ等を表す。
【００６８】
　上記の定義において、「脂肪族」とは、いかなる直鎖、分枝鎖、若しくは環状の遊離基
又は芳香族不飽和も含むことも意図し、したがってアルキル、シクロアルキル、アルケニ
ル、シクロアルケニル、アルキニル、ヒドロキシアルキル、アシルオキシアルキル、アル
コキシ、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アシルアミノアルキル、カルボキシアル
キル、及び類似の組み合わせを包含する。
【００６９】
　Ｒ’及びＲ”が脂肪族である場合、典型的な値は、メチル、エチル、プロピル、ブチル
、イソブチル、ｎ－デシル、シクロプロピル、シクロヘキシル、シクロペンチル、シクロ
ヘプチルメチル、２－ヒドロキシエチル、３－ヒドロキシ－ｎ－プロピル、６－ヒドロキ
シ－ｎ－ヘキシル、２－アミノエチル、２－アセトキシエチル、２－エチルカルボキシエ
チル、４－ヒドロキシブチ－２－イニル、カルボキシメチルなどである。Ｒ”がアリール
のとき、、典型的な値は、ベンジル、ナフチル、４－メトキシフェニル、４－ヒドロキシ
フェニル、４－メチルフェニル、３－ヒドロキシ－４－メチルフェニル、４－フルオロフ
ェニル、４－ニトロフェニル、２－ヒドロキシナフチル、ピリジルなどである。
【００７０】
　本明細書に用いるのに好適なその他のカルボキサミド類は、米国特許第４，２３０，６
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８８号に開示されている特定の非環式第三級及び第二級カルボキサミド類であり、これを
本願に引用して援用する。これらは次の構造を有する。
【００７１】
【化５】

式中、Ｒ’及びＲ”は、単独では、それぞれ水素、Ｃ1～Ｃ5アルキル、又はＣ1～Ｃ8ヒド
ロキシアルキルであり、合計８個を超えない炭素原子を提供し、ただしＲ’が水素のとき
、Ｒ”は６個までの炭素原子を有するアルキルカルボキシアルキルであってもよい。
【００７２】
　Ｒ’及びＲ”は、合せたときには、６個までの炭素原子を有するアルキレン基を表し、
該基の反対の両末端がアミド窒素原子に結合し、それによって窒素複素環を形成し、その
炭素鎖は場合により酸素によって介挿されてもよい。
【００７３】
　Ｒ1は水素又はＣ1～Ｃ5アルキルであり；Ｒ2及びＲ3はそれぞれＣ1～Ｃ5アルキルであ
り；ただし、（ｉ）Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3は合せて、合計で少なくとも５個の炭素原子、好
ましくは５～１０個の炭素原子を提供し；（ｉｉ）Ｒ1が水素のとき、Ｒ2はＣ2～Ｃ5アル
キルであり、Ｒ3はＣ3～Ｃ5アルキルであり、Ｒ2及びＲ3の少なくとも一方は分枝状で、
好ましくは式中に印（＊）が付けられた炭素原子を基準にしてα位又はβ位で分枝してい
る。
【００７４】
　使用する化合物が非対称炭素原子を有する場合、いずれかの光学異性体を純粋な形態で
使用してよいが、一般に光学異性体の混合物が使用される。化合物が皮膚上に生じさせる
冷却の程度が光学異性体によって異なることもあり、その場合、一方又は他方の異性体が
好ましい可能性がある。
【００７５】
　本明細書に用いるのに好ましいカルボキサミド類は、第三級化合物、すなわち、Ｒ1、
Ｒ2、及びＲ3のそれぞれがＣ1～Ｃ5アルキルであるもの、特にＲ1がメチル、エチル、又
はｎ－プロピルであり、Ｒ2及びＲ3の少なくとも一方が、式中に印（＊）が付けられた炭
素原子を基準にしてα位又はβ位で分枝している分枝鎖基であるものである。また、一置
換アミド類、すなわちＲ’がＨであるもの、並びにＲ’及びＲ”がメチル又はエチルであ
る二置換アミドも好ましい。さらに好ましい基は、Ｒ1が水素であり、Ｒ2及びＲ3の少な
くとも一方が、式中に印（＊）が付けられた炭素原子を基準にしてα位で分枝している場
合に得られる式のアミドからなる。
【００７６】
　カルボキサミド類は従来の方法、例えば式、Ｒ1Ｒ2Ｒ3ＣＯＣｌの酸塩化物を式、ＨＮ
Ｒ’Ｒ”のアミンと、塩化水素受容体の存在下で反応させることによって容易に調製でき
る。このような反応は、全く一般的であり、それに関わる手順は当業者に容易に理解され
る。
【００７７】
　本明細書に用いるのに特に好適なカルボキサミド類は、次の式の一置換第三級アミドで
ある：
【００７８】
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【化６】

式中、Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3はそれぞれＣ1～Ｃ5アルキルであり、合せて合計で少なくとも
５個、好ましくは５～１０個の炭素原子を提供し；Ｒ’はＣ1～Ｃ5アルキル、Ｃ1～Ｃ8ヒ
ドロキシアルキル、又は８個までの炭素原子を有するアルキルカルボキシアルキルである
。この基において、Ｒ1は好ましくはメチル、エチル、又はｎ－プロピルであり、Ｒ2及び
Ｒ3の１つ又はいずれもが、印（＊）が付けられた炭素原子を基準にしてα位又はβ位で
分枝している。
【００７９】
　このような脂肪族カルボキサミド類の例は、ＩＦＦ（国際香料工業協会（Internationa
l Flavors & Fragrances）、米国）よりＷＳ－２３（登録商標）の名称で市販されている
メチル－（Ｎ，２，３－トリメチル）－２－イソプロピルブタンアミドである。このよう
な環状カルボキサミド類の例が、ローディア・シレックス（Rhodia Chirex）（英国）よ
りＷＳ－３（登録商標）の名称で市販されているエチルメンタンカルボキサミドである。
【００８０】
　（シクロヘキサノール誘導体）
　本明細書で用いるのに好適なシクロヘキサノール誘導体は、次の一般式で表される。
【００８１】
【化７】

式中、Ｒは１～５個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキル基を表す。
【００８２】
　その正式名称は、２－（２－アルコキシ－１－メチルエチル）－５－メチルシクロヘキ
サノールである。上記の化合物は、複数の立体異性体を有する。立体異性体はいずれも強
い冷却活性を有し、実質的に無臭であるが、次の一般式で表されるシクロヘキサノール誘
導体は、例えば、清涼感の持続性の点から好ましい。
【００８３】
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【化８】

式中、Ｒは１～５個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキル基、すなわち（１Ｒ，２
Ｓ，５Ｒ，８Ｒ）－２－（２－アルコキシ－１－メンチルフレチル）－５－メチルシクロ
ヘキサノールを表す。
【００８４】
　本明細書で用いるのに好適なシクロヘキサノール誘導体には、次の一般式のものも挙げ
られる。
【００８５】
【化９】

式中、Ｒ1及びＲ2は、独立に、水素、又は１～５個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝
鎖アルキル基である。
【００８６】
　上記の一般式（１）及び（１ａ）でＲで表されるか、又は式（２）でＲ1及びＲ2で表さ
れる、それぞれ１～５個の炭素原子を有する直鎖又は分枝鎖アルキル基の例には、メチル
、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブ
チル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、ｓ－ペンチル、ｔ－ペンチル、及びネオペンチル基
が挙げられる。このうち、メチル、エチル、イソプロピル、ｔ－ブチル、及びｎ－ペンチ
ル基が好ましく、特にメチル基が好ましい。
【００８７】
　これらの化合物は、米国特許第５，７５６，８５７号にその製法を含めてより詳細に記
載されており、これを本願に引用して援用する。
【００８８】
　上記の式（２）のシクロヘキサノール誘導体の市販品の例は、タカサゴ（Takasago）（
日本）よりクールアクトＰ（Coolact P）（登録商標）の名称で入手できる５－メチル－
２－（１－メチルエテニル）である。
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【００８９】
　（シクロヘキシル誘導体）
　本明細書で用いるのに好適なシクロヘキシル誘導体は、次の一般式で表される。
【００９０】
【化１０】

式中、Ｒは、－Ｈ、Ｃ1～Ｃ5直鎖若しくは分枝鎖アルキル基、アルケニル基、アルコキシ
基、又はアシルオキシ基を表し、Ｒ1は、－Ｈ、又は１～５個の炭素原子を有する直鎖若
しくは分枝鎖アルキル基を表している。
【００９１】
　単独で又は組み合わせて本明細書に用いるのにきわめて好ましいシクロヘキシル誘導体
は、前述の式によるものであるが、Ｒ及びＲ1の両方が水素である化合物（メンソール）
は除く。実際、これらの化合物、とりわけメンチルラクテートは、ミント臭がなく、皮膚
への安全特性が改善されているので好ましい。またこれらの化合物は、メンソールよりも
揮発性が低いので、使用時に体温で（典型的に約３５℃～３７℃）、さらに低温の室温で
も（２０～２５℃）昇華する傾向が低く、したがって本明細書の物品において使用するの
に特に好適である。これらの物品は、その使用時まで清涼化特性を完全に保持している。
【００９２】
　上記の化合物は、複数の立体異性体を有する。立体異性体はいずれも強い冷却活性を有
し、実質的に無臭であるが、Ｒ及びＲ1の両方が水素（すなわちメンソール）である場合
を除き、次の一般式で表されるシクロヘキシル誘導体が、例えば、清涼感の持続性の点か
ら、本明細書に用いるのに好適である。
【００９３】
【化１１】

　非常に好ましい化合物は、Ｒ1＝Ｈ、及びＲがプロパンジオール、カルボキシ－ヒドロ
キシエチル、又はカルボキシヒドロキシプロピルである、上記の式の化合物である。これ
らの化合物の例が、タカサゴ（Takasago）よりＴＫ１０（登録商標）の名称で入手できる
メントキシプロパンジオールである。
【００９４】
　きわめて好ましいシクロヘキシル誘導体は、メンチルラクテートである。メンチルラク
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テートは、次の式による。
【００９５】
【化１２】

　この化合物は、ハーマン＆ライマー社（Haarmann & Reimer GmbH）（ドイツ）よりフレ
スコラト（FRESCOLAT）ＭＬ型の名称で市販されている。それはまた、メンソールのヒド
ロキシ基を乳酸でエステル化することにより、当該技術分野において既知のプロセスによ
って容易に製造することもできる。その分子量の３分の２はメンソール部分に起因する。
メチルラクテートは実質上無臭であり、メンソール又はペパーミント油の場合に通常伴わ
れる「ミント標識」を持たない。有利なことに、この物質は、局所用鎮痛剤（本願に引用
して援用する国際公開第９６／１４８４０号を参照）として有用であることが見出された
。
【００９６】
　本明細書に用いるのに好適なその他の清涼剤には、ペパーミント油、カンファー、ボル
ネオール、ユーカリプトール、サリチル酸メチル、茶木油、又はユーカリ油、並びにこれ
らの化合物を１つ以上含有する植物抽出物も挙げられる。
　清涼剤は、単独で、又は組み合わせて使用してよい。
【００９７】
　本発明の一態様では、使用される清涼剤は、Ｒ及びＲ1の両方が水素である前述の一般
式のシクロヘキシル誘導体（すなわちメンソール）であり、第二清涼剤と合せて使用され
る。メンソールは、ミント臭が強く、単独で使用すると皮膚に刺激となる傾向があるので
、好ましくは本明細書では清涼剤として単独では使用されない。
【００９８】
　第二清涼剤は、好ましくは本明細書で前述で列記したもの、すなわち、ケタール類、カ
ルボキサミド類、シクロヘキサノール誘導体、及び／又は、メンソールを除くシクロヘキ
シル誘導体のうちの１つである。これら後者の部類の化合物、とりわけメンチルラクテー
トは、爽快性が長時間持続し、ミント臭がなく、皮膚への安全性が優れていることに加え
、本明細書の物品で使用するのに特に安定であるので好ましい。メンチルラクテートは、
鎮痛剤の働きをすることがわかっている。
【００９９】
　本発明の１つの態様では、メンソールは、第二清涼剤、好ましくは、Ｒ及びＲ1の両方
が水素である前述の一般式のシクロへキシル誘導体を除いたシクロヘキシル誘導体（好ま
しくはメンチルラクテード）、又はケタール若しくはカルボキサミド、及び／又はシクロ
ヘキサノール誘導体と合せて使用される。有利なことに、このような組み合わせは、ミン
ト臭を十分に低いレベルに保ちながら、最適化された爽快感を送給する。好ましくは、メ
ンソール及び前記第二清涼剤は、メンソールと第二清涼剤との重量比で１／１～１／１０
０、より好ましくは１／１～１／１０の範囲にあるため、メンソールの臭気はほとんど知
覚できず、皮膚及び／又は粘膜表面への刺激性は低い。またこのような組み合わせが、皮
膚に接触するとすぐに皮膚及び／又は粘膜表面の温度受容器に到達することができ、それ
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によって爽快感に結びつくメンソールの組み合わせ作用と、皮膚を通って温度受容器に達
する浸透速度（単位時間当たりの量）がメンソールよりもすべて遅く、したがって長時間
持続する爽快性を引き起こす、メンソールを除く、ケタール、カルボキサミド、シクロヘ
キシル誘導体、又はシクロヘキシル誘導体のような第二剤とにより、さらに最適化された
爽快性を送給する。
【０１００】
　本発明の物品は、物品が接触する皮膚及び／又は粘膜表面の領域の熱受容器を刺激し、
それによって所望の爽快感を送給するのに十分な量の、清涼剤及びその混合物を含む。爽
快感の程度及び持続時間が清涼剤によって異なるので、各物品で使用される清涼剤の量は
広範に変化する。
【０１０１】
　典型的には、女性用衛生使い捨て吸収性物品のような本発明の吸収性物品は、物品の少
なくとも一部に、０．０１ｇｍ-2～３００ｇｍ-2、好ましくは０．０５～２００ｇｍ-2、
より好ましくは１ｇｍ-2～１００ｇｍ-2、最も好ましくは２ｇｍ-2～２０ｇｍ-2の濃度の
清涼剤又はその混合物を含む。
【０１０２】
　本明細書に用いるのに好適な加温剤には、タカサゴ（Takasago）よりＴＫ－１０００（
登録商標）の名称で市販されているバニリルブチルエーテルのようなバニロイド型化合物
、及びサビンサ・コーポレーション（Sabinsa Corporation）（米国）から入手可能なカ
プサイシン（Capsaicin）（登録商標）が挙げられるがこれらに限定されない。
【０１０３】
（デリバリーシステム）
　好ましくは、清涼剤のような剤は、物品の着用者の皮膚への剤の移動を直接的又は間接
的に促進する、当業者に既知のいずれかのデリバリーシステムに放出可能な形で組み込ま
れてもよい。デリバリーシステムは、剤を、粉末、フレーク若しくは微粒子、蝋、液体と
して含有してもよく、又は溶液、懸濁液、分散液、エマルション、若しくは組成物として
キャリアビヒクル中に含有してもよい。デリバリーシステムから放出されると、剤は物品
内のデリバリーシステムの位置から着用者の皮膚及び／又は粘膜表面に自由に移動できる
。デリバリーシステムは吸収性物品のいずれかの１つ又は複数の部分の構成要素でもよく
、これには、トップシート、バックシート、吸収性コア、コアとシート層の中間体である
いずれかの二次層、レッグカフ、サイドパネル、腰部領域、ファスナー、ウイング、物品
の着用時に使用するために吸収性物品に挿入される吸収性材料のような挿入可能要素、排
便を収容するために用いられるもののような特殊構造体（例えば、排便「ポケット」）等
が挙げられるが、これらに限定されない。好ましくは、デリバリーシステムは着用者の皮
膚に隣接して配置され、より好ましくはトップシート、サイドパネル、レッグカフ、腰部
領域、ファスナー、ウイング等のような物品の部分の着用者に面する表面の構成成分であ
る。
【０１０４】
　剤がデリバリーシステムによって放出される場合、それは溶液、分散液、懸濁液、エマ
ルション等のような活性のある機能的形態であってもよいし、又は、粉末、蝋、フレーク
、若しくは微粒子のような非機能的形態で、尿及び糞便から出る水分との接触若しくはそ
の他の既知の手段によって活性化されてもよい。
【０１０５】
　物品の任意の部分から着用者の皮膚及び／又は粘膜表面への剤の自動的な移動を促進す
るための、本発明の物品で有用なデリバリーシステムの種類は、当業者には容易に理解さ
れる。
【０１０６】
　代表的なデリバリーシステムには、例えば、体液から出る水分との接触によって溶解す
ること、身体からの圧力によって破裂させること、又は物品を着用者に適用する前にユー
ザーが手動で破裂させることにより剤の圧出が誘発される圧力破裂性又は可溶性マイクロ
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カプセルが挙げられる。例えば、粉末を封入し、湿気と接触するとそれを圧出する水溶性
フィルムが米国特許第４，７９０，８３６号に記載されており、該水溶性フィルムは、粉
末、粒子、液体、又は半固体などのいずれかの形状の剤を含有するマイクロカプセルにお
ける使用にも好適な物質である。剤を含有するのに好適な圧力破裂マイクロカプセルの例
が、米国特許第３，５８５，９９８号に記載されている。そのようなマイクロカプセルは
、着用者に面する表面を含む吸収性物品のいずれかの部分に存在してもよい。米国特許第
４，６２３，３３９号は、使用前に物品から取り外し可能で、手動で圧力をかけて作動さ
せると層内の切り口を通じて物質を圧出することのできる、挿入可能な層を記載している
。前記特許のそれぞれの開示を本願に引用して援用する。
【０１０７】
　剤を含有するのに好適なその他のデリバリーシステムには、閉塞された又は部分的に閉
塞された空隙である物品内の定形又は不定形の「セル」であって、水分、熱、又は圧力と
接触したときに剤を放出するもの、並びに水分等との接触で剤を放出する水溶性接着剤及
びその他の化合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１０８】
　採用されるデリバリーシステムに関わらず、清涼剤のような剤は、放出時にその当初の
位置から移動可能であってもよく、例えば、体液の流れによって、着用者の動きによって
、圧力等によって、又は体温への暴露による粘度低下によって、物品内の他の領域に移動
してもよい。親水性の剤、又は親水性のビヒクルに組み込まれた剤は、体液をトップシー
トからコアへと流すことができる親水性の孔又はその他の開口部を通るなどして、物品の
親水性構造全体に移動してもよい。ただし、好ましくは、清涼剤のような剤を含有するデ
リバリーシステムは、着用者の皮膚に隣接して位置決めされる。
【０１０９】
　本明細書に好適なその他のデリバリーシステムには、多種多様なキャリアビヒクルも挙
げられる。剤、典型的には清涼剤のためのキャリアビヒクルには、ローション、クリーム
、油、軟膏、粉末、エマルション、フォーム、又はゲルの形態の組成物が挙げられる。清
涼剤のような剤のための典型的なキャリアビヒクルには、水溶液又はアルコール溶液、炭
化水素油、脂肪酸エステル、長鎖アルコール、及びシリコン油のような油及び脂質、デン
プン又はタルク等のような超微粒子状固体が挙げられる。
【０１１０】
　好ましい実施形態では、清涼剤のような剤は、物品のいかなる場所にも位置付けること
のできるエモリエント剤含有組成物の溶解、懸濁、又は乳化構成成分であるが、好ましく
は物品の着用者に面する表面、例えば、衛生使い捨て吸収性物品のトップシート、ウイン
グ、レッグカフ等に組み込まれる。
【０１１１】
　剤の含有及び送給に好適なエモリエント剤含有組成物については、さらに後述する。
【０１１２】
　このような好ましい実施形態では、エモリエント剤含有組成物は、０．１重量％～９９
．９重量％、好ましくは３重量％～９０重量％、より好ましくは５重量％～６０重量％、
最も好ましくは１０重量％～４０重量％の剤又はその混合物と、９９．９重量％～０．１
重量％、好ましくは９７重量％～１０重量％、より好ましくは９５重量％～４０重量％、
最も好ましくは９０重量％～６０重量％のエモリエント剤又はその混合物とを含む。
【０１１３】
　本明細書できわめて好ましいエモリエント剤含有組成物は、エモリエント剤又はその混
合物と合せて、剤、好ましくは清涼剤又はその混合物からなる。
　有効濃度の清涼剤のような剤を着用者の皮膚に送給するビヒクルとしての機能に加えて
、エモリエント剤組成物は、特に皮膚に有益であり、皮膚の水和及び柔軟性を改善し、そ
れによって皮膚の健康を維持し、又は改善までもする。本明細書での使用に好適なエモリ
エント剤は、皮膚上での被膜形成能力を確保し、皮膚と直接接触したときに皮膚を軟化し
て皮膚の脱水防止を助け、それによって皮膚の痒み又は灼熱感の発生を減少し、又は除去
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までもする。本明細書での使用に好適なエモリエント剤はまた、表皮の層の間に入り込む
ことができ（表皮（角質層）に天然に含有される物質との類似性による）、それによって
皮膚の弾性を向上させる。
【０１１４】
　エモリエント剤、とりわけ本明細書で後述するようなアルコール／エステル誘導体の存
在により、物品の着用時に最適な知覚特性が引き起こされる。例えば、清涼剤のような剤
の濃度が同じであるがこのようなエモリエント剤（通常はトリエチルシトレートなどの後
述の式（ＩＩＩ）のようなエステル誘導体）を含有しない類似物品と比べて、物品を着用
すると爽快感がより急速に送給されるだけでなく、長時間にわたって持続／調節される。
いずれの理論にも束縛されるものではないが、エモリエント剤の存在が剤を可溶化し、剤
が皮膚及び／又は粘膜表面の外層を通ってより急速に浸透するのを助け、受容器に容易に
適用できるようにすると考えられている。さらに、エモリエント剤はその皮膚及び粘膜表
面への高い親和性により、皮膚上に付着して長時間にわたって皮膚／粘膜内に接触し続け
、それによって剤を皮膚を通じて長時間拡散させることができ、この結果、本明細書で前
述した清涼剤が使用される場合に、長時間持続する爽快感のようなさらに長い知覚が生じ
る。
【０１１５】
　エモリエント剤含有組成物は、エマルション、分散液、懸濁液、ゲル等を含む様々な形
態であってが、これらに限定されない。
【０１１６】
　物品を介して有効濃度の剤を皮膚へ長時間送給するための、物品の着用者に面する表面
の１つ以上に適用又は移動される剤を含有するエモリエント剤含有組成物の有効量は、使
用するエモリエント剤に大きく依存する。
【０１１７】
　吸収性物品の、着用者に面する表面の少なくとも一部分上のエモリエント剤含有組成物
の量は、好ましくは０．５ｇ／ｍ2～２５０ｇ／ｍ2より好ましくは４ｇ／ｍ2～８０ｇ／
ｍ2、さらに好ましくは８～４０ｇ／ｍ2の範囲である。
【０１１８】
　本明細書で後でさらに論じるように、剤を着用者の皮膚に移動させるのに有用なエモリ
エント剤含有組成物は、好ましくは、必然的ではないが、室温では比較的不動であって物
品の着用者に面する表面に局在し、体温で着用者に容易に移動可能であるが、極端な保存
条件下では完全な液体ではないような融解特性を有する。好ましくは、該組成物は通常の
接触、着用者の動き、及び／又は体熱によって容易に皮膚に移動可能である。該組成物は
、好ましくは、物品の着用者に面する表面上でほぼ不動化されるので、所望の利益を付与
するのに必要な組成物は比較的低レベルである。
【０１１９】
　実施形態の１つでは、本明細書で有用なエモリエント剤含有組成物は、剤が水相又は油
相のいずれかの溶液又は懸濁液中にある油中水型エマルションである。ただし、エモリエ
ント剤含有組成物それ自体は、２０℃、すなわち、周囲温度で固体でもよく、より多くの
場合には半固体でもよい。「半固体」とは、組成物が擬塑性又は塑性流体の典型的なレオ
ロジーを有することを意味する。剪断力が加えられていないときには、組成物の外観は半
固体であり得るが、剪断速度が増加すると流動性になり得る。これは、組成物が主として
固体の構成成分を含有する一方で、液体構成成分も含むという事実による。
【０１２０】
　好ましい組成物は、物品着用前の組成物の移動を最少にするため、室温で少なくとも半
固体である。さらに、組成物は、好ましくは４５℃（例えば、アリゾナの倉庫、フロリダ
での車のトランク）より高くなり得る「ストレスの多い」可能性がある保存条件を超える
最終融点（１００％液体）を有する。具体的には、好ましい組成物は以下の融解特性を有
する。
【０１２１】
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【表１】

　剤を含有する好ましいエモリエント剤含有組成物は、周囲温度で固体又は半固体になる
ことによって、該組成物が適用される物品の望ましくない位置に大量に流動及び移動する
傾向を持たない。このことは、望ましい感覚的知覚及びスキンケア利益を付与するのに必
要な組成物の量が少ないことを意味する。
【０１２２】
　本明細書で使用するとき、「エモリエント剤」という用語は、皮膚を湿気又は刺激から
守る、軟化する、沈静化する、柔軟にする、コーティングする、滑らかにする、潤いを与
える、保護する、及び／又は清浄する物質である。（本明細書で「エモリエント剤類」と
いう用語が使用されるとき、上に列記した数種類のモノグラフの活性物質類であることが
認識される。）好ましい実施形態では、このようなエモリエント剤類は、周囲温度、すな
わち、２０℃にて塑性体又は液体のいずれかの粘稠性を有する。
【０１２３】
　本発明で有用な代表的なエモリエント剤類には、石油系エモリエント剤；スクロースエ
ステル脂肪酸；ポリエチレングリコール及びその誘導体；保湿剤；脂肪酸、特にその脂肪
鎖に８～２８個の炭素原子を有するもの（例えば、ミリトール）；脂肪酸エステル型；ア
ルキルエトキシレート型；脂肪酸エステルエトキシレート類；脂肪アルコール型；ポリシ
ロキサン型；プロピレングリコール及びその誘導体；Ｃ8～Ｃ28脂肪酸のグリセリド、ア
セトグリセリド、及びエトキシ化グリセリド等の、グリセリン及びその誘導体；鯨蝋又は
他の蝋；脂肪アルコールエーテル類、特にセチオール、ステアリン酸のような８～２８個
の炭素原子を脂肪鎖に有するもの；プロポキシ化脂肪アルコール；ポリヒドロキシアルコ
ールの他の脂肪酸エステル；ラノリン及びその誘導体；カオリン及びその誘導体；ソルビ
トール及びその誘導体；トリヒドロキシステアリン；又はこれらのエモリエント剤の混合
物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２４】
　好適な石油系のエモリエント剤には、１６～３２個の炭素原子の鎖長を有する炭化水素
類、又は炭化水素類の混合物が挙げられる。これらの鎖長を有する石油系炭化水素には、
鉱油（「液状ワセリン」としても知られる）及びワセリン（「鉱物ワックス」、「石油ゼ
リー」、及び「鉱物ゼリー」としても知られる）が挙げられる。鉱油は通常１６～２０個
の炭素原子を有する炭化水素の粘性の低い混合物を指す。
【０１２５】
　好適な脂肪酸エステル型のエモリエント剤には、Ｃ8～Ｃ28脂肪酸、好ましくはＣ12～
Ｃ22飽和脂肪酸、及び短鎖（Ｃ1～Ｃ8、好ましくはＣ1～Ｃ3）の一価アルコール類から誘
導されるものが挙げられる。そのようなエステルの代表的な例としては、メチルパルミテ
ート、メチルステアレート、イソプロピルラウレート、イソプロピルミリステート、イソ
プロピルパルミテート、エチルへキシルパルミテート、及びこれらの混合物が挙げられる
。好適な脂肪酸エステルのエモリエント剤は、さらに長鎖の脂肪アルコール（Ｃ12～Ｃ28

、好ましくはＣ12～Ｃ16）と、さらに短鎖の脂肪酸、例えば、ラウリルラクテート及びセ
チルラクテートのような乳酸とのエステルに由来することができる。
【０１２６】
　好適なアルキルエトキシレート型エモリエント剤には、約２～約３０の平均エトキシ化
度を有するＣ8～Ｃ22脂肪アルコールエトキシレートが挙げられる。好ましくは、脂肪ア
ルコールエトキシレートエモリエント剤は、約２～約２３の範囲の平均エトキシ化度を有
するラウリルエトキシレート、セチルエトキシレート、ステアリルエトキシレート、及び
これらの混合物からなる群から選択される。このようなアルキルエトキシレート類の代表
例には、ラウレス－３（３の平均エトキシル化度を有するラウリルエトキシレート）、ラ
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ウレス－２３（２３の平均エトキシル化度を有するラウリルエトキシレート）、セテス－
１０（１０の平均エトキシル化度を有するセチルアルコールエトキシレート）、及びステ
アレス－１０（１０の平均エトキシル化度を有するステアリルアルコールエトキシレート
）が挙げられる。
【０１２７】
　好適な脂肪アルコール型のエモリエント剤には、Ｃ8～Ｃ22脂肪アルコール、好ましく
はＣ12～Ｃ18脂肪アルコールが挙げられる。代表例には、セチルアルコール、ステアリル
アルコール、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１２８】
　本明細書で使用するのに好適なその他の種類のエモリエント剤には、ポリシロキサン化
合物が挙げられる。一般に、本発明で使用するのに好適なポリシロキサンには、次の構造
のモノマーシロキサン単位を有するものが挙げられる。
【０１２９】
【化１３】

式中、Ｒ1及びＲ2は、それぞれの独立したシロキサンモノマー単位について、それぞれ独
立に、水素、又はいずれかのアルキル、アリール、アルケニル、アルカリール、アラキル
、シクロアルキル、ハロゲン化炭化水素、又はその他の基であり得る。そのような基のい
ずれも置換又は非置換であり得る。いずれかの特定の単量体単位のＲ1及びＲ2基は、次に
結合する単量体単位の対応する官能基と異なるものでもよい。さらに、ポリシロキサンは
直鎖状、分枝状、又は環状構造のいずれかであり得る。Ｒ1及びＲ2基は付加的に、独立に
、シロキサン類、ポリシロキサン類、シラン類、及びポリシラン類などの他のシラン官能
基であり得るが、これらに限定されない。Ｒ1及びＲ2基は、例えば、アルコール、カルボ
ン酸、フェニル、及びアミン官能基を含む様々な有機官能基のいずれかを含有してもよい
。代表的なアルキル基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、オ
クチル、デシル、オクタデシル等である。代表的なアルケニル基は、ビニル、アリル等で
ある。代表的なアリール基は、フェニル、ジフェニル、ナフチル等である。代表的なアル
カリール基は、トイル、キシリル、エチルフェニル等である。代表的なアラルキル基は、
ベンジル、α－フェニルエチル、β－フェニルエチル、α－フェニルブチル等である。代
表的なシクロアルキル基は、シクロブチル、シクロペンチル、シクロへキシル等である。
代表的なハロゲン化炭化水素基は、クロロメチル、ブロモエチル、テトラフルオロエチル
、フルオロエチル、トリフルオロエチル、トリフルオロトロイル、ヘキサフルオロキシリ
ル等である。
【０１３０】
　好適な脂肪酸エステル型エモリエント剤にはまた、１９９７年３月１１日にロウ（Roe
）に発行された米国特許第５，６０９，５８７号に記載のポリオールポリエステルが挙げ
られ、この開示を本明細書に引用して援用する。代表的なポリオール類には、ペンタエリ
スリトールなどの多価化合物；ラフィノース、マルトデキストロース、ガラクトース、ス
クロース、グルコース、キシロース、フルクトース、マルトース、ラクトース、マンノー
ス、及びエリトロースなどの糖；並びにエリスリトール、キシリトール、マリトール、マ
ンニトール、及びソルビトールなどの糖アルコールが挙げられるが、これらに限定されな
い。そのようなポリオール類は、少なくとも２～３０個の炭素原子を有する脂肪酸及び／
又は他の有機基でエステル化される。一方、ポリオールのヒドロキシル基のすべてがエス
テル化される必要はないが、好ましくは本発明のポリオールポリエステルエモリエント剤
は、実質的にヒドロキシル基のすべて（例えば、少なくとも約８５％）がエステル化され
る。とりわけ好適であるのは、スクロースポリコットネート、スクロースポリソイエート
、及びスクロースポリベヘネートなどのスクロースポリオールポリエステル類である。そ
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【０１３１】
　本明細書に用いるのにきわめて好ましいエモリエント剤は、以下の式の酸／エステル誘
導体である。
【０１３２】
　有利なことに、これらのエステル誘導体、とりわけ以下の式（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）に
従うものは、そのエモリエント特性に加え、酵素基質として機能することができ、体液中
に典型的に存在する加水分解酵素の作用を受けると、加水分解されて、遊離酸を放出する
ことになる。これらの酸の存在は、エステルが局所的に適用される領域のｐＨを低下させ
る。その結果、この領域に存在する酵素及びこの領域と身体からの流体／滲出物との接触
により生じる酵素（例えば、リパーゼ酵素、プロテアーゼ酵素等）のすべて又は大部分を
不活性化する。この効果は比較的長時間持続する。換言すれば、このようなエステル類の
存在は、最適化された知覚特性（剤が本明細書に記載の清涼剤である場合、速いだけでな
く物品の長時間着用時に持続／調節された爽快感のような知覚の送給を含む）を提供する
だけでなく、皮膚刺激又は皮膚発疹の発生と同様に、微生物活動による悪臭を軽減し、又
は防止までもする。事実、本発明の吸収性物品において、これらのエステル類を使用する
と、該物品に皮膚／性器領域の消臭効果という追加的な利益を提供することができる。
【０１３３】
　したがって、本発明の態様では、本発明はエステル誘導体、とりわけ後述の式（ＩＩ）
及び（ＩＩＩ）によるものの存在が皮膚を保湿し／潤いを与え、柔軟にし、それによって
、肌荒れ、ひび割れ、及びメンソールのような清涼剤をとりわけ単独で使用したときに本
来なら典型的に伴われる皮膚の刺激を軽減するだけでなく、その抗菌活性、すなわち酵素
阻害活性により皮膚／粘膜表面を消臭する（この後者の利益は、身体からの流体／滲出物
の発生時に特に注目に値する）という発見に基づいている。理論に束縛されるものではな
いが、悪臭抑制利益は、二重のメカニズムによると考えられている。すなわち、酵素の活
性側での自然基質との拮抗阻害、及び本明細書に記載のエステル誘導体のエステル加水分
解によって生み出された酸性のｐＨによる酵素阻害である。
【０１３４】
　本明細書に用いるのにきわめて好ましいエモリエント剤は、次の式によるアルコール／
エステル／酸誘導体である。
【０１３５】
【化１４】

又は
【０１３６】
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【化１５】

　式中、Ｒ1及び各Ｒ2は、独立に、２～２２個の炭素原子を有するアシル基、又は１～２
４個の炭素原子を有するアルキル、アルケニル、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル
基、又は水素であり、Ｒ1及びＲ2の少なくとも一方が該アシル基であり；Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5

、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、及びＲ9は、独立に、１～２４個の炭素原子を有するアルキル、アルケ
ニル、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル、アルコキシ基、ヒドロキシ基、又は水素
であり；Ｒ10及びＲ11は、独立に、２～２４個の炭素原子を有するアルキル、アルケニル
、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル、アルコキシ基、ヒドロキシ基、又は水素であ
り；Ａ及びＢは、独立に、Ｃ1～Ｃ6の直鎖若しくは分枝鎖アルキレン、アルキル、アルケ
ニレン、アルコキシレン、アルコキシル、ヒドロキシアルキレン、ヒドロキシアルキル基
であり；ｘの値は、独立に、０～１５であり；ｙの値は、独立に、０又は１であり、ただ
し、典型的にはｘ＝２及びｙ＝０のとき、少なくとも１つのＲ2が１～２４個の炭素原子
を有するアルキル、アルケニル、アリールアルキル、ヒドロキシアルキル基、又は水素で
ある。
【０１３７】
　本明細書に用いるのに特に好適なアルコール誘導体は、本明細書に上述している式（Ｉ
）によるものであり、式中、ｘの値は、独立に、０～１５であり、ｙ＝０であり、Ｒ1及
びＲ2は、独立に、水素、１～２４個の炭素原子を有するアルキル又はアルケニル基であ
り、ただし、少なくともＲ1又はＲ2は水素であり、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、及びＲ6は、独立に、
１～３個の炭素原子を有するアルキル若しくはアルケニル基、又は水素である。非常に好
ましいアルコール誘導体は、プロピレングリコール又はポリエチレングリコールである。
【０１３８】
　その抗菌活性について好ましいのは、上記で定義したエステル化合物であり、該化合物
は式（Ｉ）又は（ＩＩ）の化合物であり、ｘは１又は２であり、ｙは０であり；Ｒ1及び
１つのＲ2はＣ2～Ｃ16アシル基であり、Ｒ10及び１つ以上のＲ11はＣ2～Ｃ16アルキル基
であり；Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、及びＲ8は水素であり、Ｒ9は、独立に、Ｈ又はヒド
ロキシ基である。
【０１３９】
　さらに、エステル誘導体が、式（ＩＩ）のモノ若しくはジエステル、最も好ましくはク
エン酸若しくは酒石酸（若しくはその塩）のモノ若しくはジエステル、又はクエン酸のト
リエステルであることがより好ましい。
【０１４０】
　本明細書に用いるのに好適なもう１つのエステル誘導体は、次の式のエステル化合物で
ある。
【０１４１】
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【化１６】

式中、Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3は、独立に、１～２２個の炭素原子を有するアシル、アルキル
、アルケニル、又はヒドロキシアルキル基であり、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、及びＲ8は、独
立に、Ｃ1～Ｃ10直鎖又は分枝鎖アシル、アルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル若
しくはアルコキシ基、ヒドロキシ、塩化物、臭化物、アミン、又は水素からなる群から選
択される。
【０１４２】
　きわめて好ましいのは、前記化合物のＲ4、Ｒ5、Ｒ7、及びＲ8が水素であり、Ｒ６が水
素、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ４の直鎖若しくは分枝鎖アルキル、アルケニル、ヒドロキシア
ルキル、又はアルコキシ基であり、好ましくはＲ1、Ｒ2、及びＲ3が、独立に、Ｃ１～Ｃ
４アルキル基又は水素である化合物である。
【０１４３】
　このような好ましい化合物には、トリエチルシトレート、アセチルトリブチルシトレー
ト、トリアセチルシトレート、又はＯアセチルトリエチルシトレートが挙げられる。特に
好ましいのは、トリエチルシトレートである。トリエチルシトレートはアルドリッチ（Al
drich）社から市販されている。
【０１４４】
　（任意選択的な剤）
　本発明による吸収性物品は、さらに、その他の従来の剤又はその混合物を含んでよい。
【０１４５】
　（任意選択的な悪臭抑制剤）
　この目的のために、当該技術分野において周知の臭気抑制剤又はその組み合わせを本明
細書において使用してもよい。これらの臭気抑制剤は、典型的に、抑制しようとする臭気
の種類にしたがって分類される。臭気は、化学的に酸性、塩基性、又は中性のように分類
することができる。
【０１４６】
　あるいは、臭気抑制剤は、感知される悪臭を低減する又は防ぐ機構により分類してもよ
い。例えば、臭気化合物若しくは悪臭分解物を生成する化合物と化学的に反応することで
、臭気のない化合物を生み出すか、又は消費者に受け入れられる臭気にする臭気抑制剤を
本明細書において使用してもよい。
【０１４７】
　本明細書に用いるのに好適な臭気抑制剤には、典型的に、クエン酸、ラウリン酸、ホウ
酸、アジピン酸、及びマレイン酸などのカルボン酸、酸化剤、抗菌剤、活性炭、粘土、ゼ
オライト、シリケート、シリカ、珪藻土、及びデンプンが挙げられる。こうした臭気抑制
剤及びシステムは、欧州特許第３４８９７８号、欧州特許第５１０６１９号、国際公開第
９１／１２０２９号、国際公開第９１／１１９７７号、国際公開第９１／１２０３０号、
国際公開第８１／０１６４３号、及び国際公開第９６／０６５８９号に詳細に開示されて
おり、これらすべてを本願に引用して援用する。きわめて好ましい臭気抑制剤は、ケイ酸
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塩及び／又はシリカと組み合わせたゼオライトである。
【０１４８】
　本明細書の好ましい実施形態では、衛生吸収性物品は、臭気抑制剤として、ケイ酸塩／
シリカとゼオライトとの重量比が１：５～５：１、好ましくは３：１～１：３、最も好ま
しくは約１：１でケイ酸塩／シリカと組み合わせたゼオライトをさらに含む。この組み合
わせは、幅広い臭気化合物の臭気を抑制できる点で特に有効であることが見出された。ケ
イ酸塩／シリカ及びゼオライトは様々な臭気化合物に対して補足的な臭気抑制特性を有し
ており、それによって顕著な全体的臭気低減効果を生じる。
【０１４９】
　その他の臭気抑制剤にはイオン交換樹脂があり、例えば、米国特許第４，２８９，５１
３号及び米国特許第３，３４０，８７５号に開示されているものがある。
【０１５０】
　好適な臭気抑制剤にはキレート剤も挙げられ、例えば、米国特許第４，３５６，１９０
号に記載されているようなエチレンジアミンテトラアセテートなどのアミノカルボン酸塩
、エチレンジアミンテトラキス（メチレンホスホネート）などのアミノホスホネート、米
国特許第３，８１２，０４４号に記載されているような多官能置換芳香族キレート剤、及
びこれらの混合物から選択してもよい。理論に束縛されるものではないが、これらの材料
の利点は、吸収された流体に存在する鉄、銅、カルシウム、マグネシウム、マンガンイオ
ン、及びキレート形成による分解生成物を除去する特殊な能力にあるとある意味では考え
られている。
【０１５１】
　本明細書に用いるのに好適なもう１つの臭気抑制剤は、クエン酸と重炭酸ナトリウム、
リン酸ナトリウムとソルビン酸緩衝系などの酸性のｐＨ緩衝剤である。
【０１５２】
　典型的には、本明細書の物品は、少なくともその一部に、０ｇｍ-2～６００ｇｍ-2、好
ましくは５～５００ｇｍ-2、より好ましくは１０ｇｍ-2～３５０ｇｍ-2、最も好ましくは
２０ｇｍ-2～２００ｇｍ-2の濃度の臭気抑制剤又はその混合物を含んでよい。
【０１５３】
　また、本明細書で使用されるさらなる任意選択的な剤には、香料が挙げられる。本発明
の別の態様では、本明細書の物品は、典型的に、香料を含まない。実際、香料の添加は、
女性用の衛生保護物品の一部の着用者には望まれないことがあり、その存在は、会陰部女
性ケアにおける否定的なものとして及び／又は皮膚刺激を生じる可能性のあるものとして
知覚される臭気の存在と関連付けられる。
【０１５４】
物品への剤の組み込み
（ビヒクル）
　本発明の物品で用いられる清涼剤のような剤は、水溶性でも脂溶性でもよく、乾燥粉末
、微粒子、又は液体の形態で、又は剤生理学的特性に干渉しない、皮膚科学的に許容可能
なキャリアビヒクル中の溶液、懸濁液、分散液、エマルション、ワックス等の形態で、該
物品に組み込まれてもよい。また剤を別の構造に組み込んで、次にそれを製造又は組み立
て時に物品に組み込んでもよい。例えば、剤を、ガラス、プラスチック、若しくはアガロ
ースビースのようなその他の固体支持体上にコーティングしてもよいし、そうでなければ
付加又は結合させてもよいし、あるいは圧力破裂可能な若しくは可溶性のマイクロカプセ
ル等に含有させてもよいし、又は吸収性材料に含有させてもよい。剤を含有するためのそ
の他の種類の組み込み可能要素の使用、及びその組み込み方法は、当業者には容易に理解
される。
【０１５５】
　清涼剤のような剤のためのキャリアビヒクルには、ローション、クリーム、油、軟膏、
粉末、発泡体、又はジェル等の形態であって、そのような組成物について当該技術分野に
おいて一般的に使用されるいずれかの成分を含有することのできる組成物が挙げられる。
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組成物の成分は組成物の特性に依存するので、例えば、ローションは一般に粉末とは異な
る成分を含む。皮膚への移動が意図される剤含有組成物は、約４以上及び約７．５以下の
ｐＨを有することが好ましい。
【０１５６】
（組み込み）
　本発明の物品に用いられる剤は、物品の多様な構造の通常の機能（例えば、コアの吸収
性、トップシートの液体浸透性等の衛生吸収性物品のためのもの）をそれ自体が妨害しな
い構成で物品に組み込まれる。剤は、物品のいずれかの１つ以上の部分に組み込まれても
よく、該部分にはトップシート、バックシート、吸収性コア、コアとシートとの中間体の
いずれかの二次層、レッグカフ、サイドパネル、腰部区域、ウイング、締結具、物品の着
用中に使用するため吸収性物品に挿入される吸収性材料のような挿入可能要素、排便を収
容するために用いられるもののような特殊構造物（例えば、排便「ポケット」）等が挙げ
られるが、これらに限定されない。剤は、物品に組み込まれてもよいし、又は剤が物品の
前記部分のいずれかに組み込まれ、物品の通常着用時に着用者の皮膚に直接的若しくは間
接的に剤を送給する、本明細書で上述したデリバリーシステムに含有されてもよい。
【０１５７】
　本明細書で上述した、任意の数の異なる剤又は剤の混合物は、それがデリバリーシステ
ムに組み込まれているか否かに拘わらず、物品全体及び／又は物品の数層のうちの一層の
表面上に均一又は不均一に分配されてもよい。
【０１５８】
　好ましくは、剤は、当業者に容易に明らかである多様な方法によって、製造若しくは組
み立ての際に、織布、不織布、及び孔あき構造のトップシートを含む、いかなる種類のト
ップシート、バックシート、及び／若しくは吸収性コア物質、若しくは吸収性物品の他の
構成要素の表面（典型的に着用者に面する表面）又は構造物内に直接組み込まれてもよい
。例えば、剤は、液体又は半固体のキャリアビヒクルに場合により分散させた後で、トッ
プシート、吸収性コア、又はバックシートのコア側に、噴霧、浸漬、転写、ソーキングす
ることによって、さもなければ選択した構造要素に剤及び場合によりそのキャリアビヒク
ルを接触させる方法によって、適用することができる。採用できるその他の多くの技術の
中には、グラフト重合、基重合、又は水素結合によって剤を結合するための構造要素の蒸
気処理があり、この水素結合はそのような表面が身体排泄物で濡れると容易に逆転して剤
を放出する。好ましくは、本明細書で上述した清涼剤のような剤を、均一又は不均一な方
式で、すなわち、点、線などを含むいずれの形体にもできる追従パターンで、物品の着用
者に面する表面の少なくとも一部分に組み込む。好ましくは、剤は少なくとも、女性用保
護吸収性物品のトップシートの着用者に面する表面の、いわゆる中心帯、すなわち体液が
排出される領域に適用される。典型的に、剤は、物品の着用者に面する表面の全表面に適
用される。
【０１５９】
　好ましくは、本明細書に記載の清涼剤のような剤は、物品の着用者側表面の少なくとも
一部に組み込まれ、物品着用中の通常の接触、着用者の動き、及び／又は体温による、着
用者の皮膚及び／又は粘膜表面への清涼剤の自動的移動が可能である。あるいは、物品が
、剤を含有するデリバリーシステムをさらに含み、物品の着用中に該デリバリーシステム
が、物品の着用者の皮膚及び／又は粘膜表面に該剤の少なくとも一部を自動的に送給する
。より好ましい実施形態では、デリバリーシステムは、本明細書で上述したように、剤及
び様々なエモリエント剤を含有するエモリエント剤含有組成物であり、該組成物は着用者
に面する表面から着用者の皮膚へ直接送給されて、剤が本明細書に記載のような清涼剤で
ある場合、即時的及び持続的な爽快感のような知覚を実現すると同時に、皮膚の健康を維
持し、又は改善までもする。
【０１６０】
　（物品）
　本発明による吸収性物品（例えば、生理用ナプキン、パンティライナーなど）は、典型
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的に、衛生状態を伝達する色を具備する。このことが、従来、物品を白又は白に近い色に
している。これは、この物品が着用される下着の、歴史的に大部分を占める色、すなわち
白い下着に十分適合していた。最近の流行の傾向では、黒、紫、赤、黄、緑等の衣服の色
に合う色の下着を着用する傾向がある。実際に、身体に接触して着用される物品には、任
意の色調の原色及びその組み合わせを含む、いかなる色も好適である。有利なことには、
物品、とりわけ衛生物品を、下着の色に適合する色で提供することによって、使用時の選
択の自由がさらに強化されたものになる。物品は、着用者に面する表面及び／又は衣類に
面する表面だけが着色されていてもよいし、又はその厚み全体を通して着色されていても
よい。着色は均一でも不均一でもよく、物品の最終用途に応じて多色像も使用してもよい
。本明細書では、着色された物品を、あらゆる透明度を含めた、不透明から透明までのも
のにしてよいことが理解される。
【０１６１】
　さらに、衛生物品（好ましくは女性用の保護吸収性物品）の色の選択が、物品の着用者
に伝えられる知覚、例えば、爽快感にさらに寄与し、その結果快適性及び／又は清潔感の
改善に関与し得ることがわかった。特に好ましい色は、緑及び／又は青（これらのあらゆ
る色調も含む）であり、これらは爽快感を促進すると考えられている。また、色の選択は
、着用時に所望される感情／気分が一因となることもあり、色が気分に及ぼす影響は色療
法として既知であり、適宜選択してよい。例えば、月経時の憂鬱感をなくすことができる
ように色を選択してもよい。特に好ましい色は、緑及び／又は青（これらのいずれの色調
も含む）であり、これらはまたリラクゼーション感も伝えると考えられている。
【０１６２】
　物品は、典型的に、不織布材、織布材、ポリマーフィルム、又はゲルでできた基質を含
む。このようなフィルム及び不織布材又は織布材は、例えば、ポリエチレン組成物又はポ
リプロピレン組成物のようなポリマーから製造することができる。従来、このようなポリ
マーは、白色の不透明性を提供するために、二酸化チタンのような着色材料と共に供給さ
れていた。他の着色材料（例えば、染料、顔料など）、すなわち、黒、濃紺、緑、黄色、
灰色等のような着色材料を単に使用すれば、白以外の色の着色フィルム又は材料が得られ
る。
【０１６３】
　着色された基材を提供する当業者に既知のいずれの従来方法も、本明細書における使用
に好適であることが理解される。着色基材は、典型的に、材料の顔料着色、染色、又はカ
ラープリントを含む、当業者に周知の様々な方法によって提供することができる。
【０１６４】
　本発明の物品は、好ましくは通気性であり、典型的に１００（ｇ）／（ｍ2／２４時間
）より高い、好ましくは２００（ｇ）／（ｍ2／２４時間）より高い、より好ましくは３
００（ｇ）／（ｍ2／２４時間）より高い、最も好ましくは４００（ｇ）／（ｍ2／２４時
間）より高い水蒸気透過性（本明細書で後述する水蒸気透過性試験法によって測定したと
き）を有する。
【０１６５】
　記述されたもののような特に好ましい衛生使い捨て吸収性物品は、以下に記載するもの
である。
　それは、典型的に、使用時に直接着用者に面するトップシート、使用時に直接衣類に面
するバックシート、その間に介挿された吸収性コアを具備する。
【０１６６】
　吸収性コア
　本発明によれば、吸収性コアは次の構成要素を含むことができる：（ａ）好ましくは任
意選択的な二次流体分配層を伴う任意選択的な一次流体分配層、（ｂ）流体貯蔵層、（ｃ
）貯蔵層の下に配置された任意選択的な繊維質（「ダスティング」）層、及び（ｄ）その
他の任意選択的構成要素。本発明によれば、吸収材は、想定される最終用途に応じて、任
意の厚さを有していてもよい。
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【０１６７】
　ａ．一次／二次流体分配層
　本発明の吸収性コアの任意選択的構成要素の１つは、一次流体分配層及び二次流体分配
層である。一次分配層は、典型的にトップシートの下に配置され、トップシートと流体連
通している。トップシートは、受け取った流体をこの一次分配層に移動させて、最終的に
貯蔵層へ分配する。この一次分配層を通過する流体の移動は、厚さ方向だけでなく、吸収
性製品の長さ及び幅の方向に沿っても起こる。また、任意選択的であるが、好ましい二次
分配層は、典型的に一次分配層の下に配置され、一次分配層と流体連通している。この二
次分配層の目的は、一次分配層からの流体を迅速に受け取り、下にある貯蔵層に迅速に移
動させることである。これにより、下にある貯蔵層の流体保持能力を助け、利用率を高め
ている。流体分配層は、このような分配層に典型的ないずれの材料からも構成することが
できる。特に繊維質の層は濡れているときでも繊維間に毛管を維持するので、分配層とし
て有用である。
【０１６８】
　ｂ．流体貯蔵層
　流体貯蔵層は、典型的に、一次又は二次流体分配層と流体連通して、その下に配置され
ている。流体貯蔵層は、典型的に、任意の普通の吸収性ゲル化材料を含む。好ましくは、
このような材料を好適なキャリアと合せて含む。
【０１６９】
　好適なキャリアには、吸収構造で従来使用されている材料、例えば、天然繊維、加工繊
維、又は合成繊維、特に綿毛及び／又はティッシュの形態の加工又は非加工のセルロース
繊維が挙げられる。生理用ナプキン及びパンティライナーとして使用する場合、最も好ま
しいのはティッシュ又はティッシュ積層体である。
【０１７０】
　本発明により作製される吸収構造の実施形態の１つは、典型的にティッシュを折り畳ん
で形成される二重層ティッシュ積層体を含む複数の層を具備してもよい。これらの層は、
例えば、接着剤、機械式インターロック、又は水素結合バンドにより、互いに接合させる
ことができる。吸収性ゲル材料及び／又はその他の任意選択的な材料を層の間に含むこと
ができる。
【０１７１】
　剛化セルロース繊維のような変性セルロース繊維も使用することができる。また合成繊
維も使用することができ、これには、酢酸セルロース、ポリフッ化ビニル、ポリ塩化ビニ
リデン、アクリル（オーロンなど）、ポリ酢酸ビニル、不溶性ポリビニルアルコール、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリアミド（ナイロンなど）、ポリエステル、二成分繊維
、三成分繊維、及びこれらの混合物などから作製されるものが挙げられる。繊維の表面が
親水性であるか、又は処理して親水性にされていることが好ましい。また貯蔵層は、液体
保持性を高めるために、パーライト、珪藻土、バーミキュライトなどのような充填材を含
むこともできる。
【０１７２】
　吸収性ゲル材料がキャリア内で不均一に分散される場合でも、貯蔵層は局部的に均一で
あり得る。すなわち、貯蔵層の寸法内で一方向又は複数の方向に分配勾配を有することが
できる。不均一な分散は吸収性ゲル材料を部分的又は全体的に包んでいるキャリアの積層
体であるとも言える。
【０１７３】
　ｃ．任意の繊維質（「ダスティング」）層
　本発明の吸収性コアに含まれる任意選択的な成分には繊維質の層があり、貯蔵層に隣接
させて、典型的にその下に配置される。この、下に配置する繊維質の層は、典型的に「ダ
スティング」層と呼ばれるが、それは、この層が吸収性コアの製造時に貯蔵層内に吸収性
ゲル材料を配置するための基材を提供するからである。実際、吸収性ゲル材料が繊維、シ
ート、又はストリップのような巨大構造の形態である場合には、この繊維質「ダスティン
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グ」層を含む必要はない。しかし、この「ダスティング」層は、例えば、パッドの長さに
沿って流体を迅速に吸い上げるような、いくらかの追加的な流体処理能力を提供する。
【０１７４】
　ｄ．吸収構造のその他の任意選択的な構成要素
　本発明による吸収性コアは、その他の任意選択的な構成要素を含むことができ、通常吸
収ウェブ内に配置される。例えば、補強スクリムは、吸収性コアのそれぞれの層の中、又
はそれぞれの層の間に配置することができる。このような補強スクリムは、流体輸送に対
して界面バリアを形成しないような構成のものでなければならない。普通は熱接着によっ
て一体構造にされるが、熱接着された吸収構造には、補強スクリムは通常必要ではない。
【０１７５】
　トップシート
　本発明による吸収性物品は、必須成分としてトップシートを具備する。トップシートは
、単一の層又は多数の層を具備してよい。好ましい実施形態では、トップシートは、トッ
プシートの着用者に面する表面を提供する第一層、及びその第一層と吸収構造／コアとの
間にある第二層（二次トップシートとも呼ばれる）を具備する。
【０１７６】
　トップシートは、全体として柔軟で柔らかな感触を有し、着用者の皮膚に刺激がないこ
とが求められ、したがって各層にもこれらの性質がそれぞれ求められる。また、トップシ
ートは、一方向又は二方向に延びることができる弾力特性を有することもできる。本発明
によれば、トップシートは、織布、不織布、及びフィルムのような、この目的で利用可能
で、当該技術分野において既知のあらゆる材料から形成されてよい。本発明の好ましい実
施形態では、少なくともトップシートの一層、好ましくは上層は、液体透過性の孔あきポ
リマーフィルムから構成される。好ましくは、上層は、着用者に面する表面から吸収構造
への液体の移動を促進するための孔を有するフィルム材料によって提供される。存在する
場合、下層は、好ましくは不織布層、孔あき成形フィルム、又はエアレイドティッシュを
具備する。
【０１７７】
　孔あきトップシートは、０．０００１ｍｍ～５ｍｍの孔径を有する複数の孔を含む。全
ての孔が同じ寸法でもよく、又は異なる寸法の孔が存在してもよい。孔あきトップシート
の開口領域は、典型的に、１％～５０％、好ましくは５％～４５％、より好ましくは１０
％～４０％、最も好ましくは２０％～３５％である。
【０１７８】
　孔あきトップシートは、典型的に、孔あきポリマーフィルムである。本明細書に用いる
のに好適な孔あきポリマーフィルムトップシートには、ポリマー孔あき成形フィルム、孔
あき成形熱可塑性フィルム、孔あきプラスチックフィルム、及びハイドロフォーミングさ
れた熱可塑性フィルム、多孔質発泡体、網状化発泡体、網状化熱可塑性フィルム、及び熱
可塑性スクリムが挙げられる。
【０１７９】
　孔あき成形フィルムは、身体の排出物を透過させるが非吸収性であり、流体を逆戻りさ
せて着用者の皮膚を再湿潤する傾向が低いので、本明細書において孔あきトップシートと
して使用するのに特に好適である。したがって、身体と接触している成形フィルムの表面
は乾いた状態を保ち、これによって身体の汚れが低減され、着用者により快適な感触を与
える。好適な成形フィルムは、米国特許第３，９２９，１３５号（トンプソン（Thompson
）、１９７５年１２月３０日発行）、米国特許第４，３２４，２４６号（ミュラン（Mull
ane）ら、１９８２年４月１３日発行）、米国特許第４，３４２，３１４号（レイデル（R
adel）ら、１９８２年８月３日発行）、米国特許第４，４６３，０４５号（アール（Ahr
）ら、１９８４年７月３１日発行）、及び米国特許第５，００６，３９４号（ベールド（
Baird）、１９９１年４月９日発行）に記載されている。特に好ましい微小孔成形フィル
ムトップシートは、１９８６年９月２日に発行された米国特許第４，６０９、５１８号（
クロ（Curro）ら）及び１９８６年１２月１６日に発行された米国特許第４，６２９，６
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４３号（クロ（Curro）ら）に開示されている。
【０１８０】
　ポリマーフィルムトップシートの身体側表面は、身体側表面が親水性でない場合よりも
、液体がトップシートを通って早く移動するのを助けるように、親水性にすることができ
る。好ましい実施形態では、国際公開第９３／０９７４１号（１９９１年１１月１９日出
願、アジズ（Aziz）ら）、「不織布製孔あきフィルムのカバーシートを有する吸収性物品
（Absorbent Article Having A Nonwoven and Apertured Film Coversheet）」に記載の
ように、成形フィルムトップシートのポリマー材料に界面活性剤が組み込まれている。あ
るいは、上記で参照した米国特許第４，９５０，２５４号に記載のように界面活性剤を用
いて処理することによって、トップシートの身体側表面を親水性にすることができる。
【０１８１】
　本明細書に用いるのに好適な他の孔あきトップシートは、織布材、不織布材、又はニッ
ト材料から作製される。このような材料は、天然繊維（例えば、木材若しくは木綿繊維）
、合成繊維（例えば、ポリエステル、ポリプロピレン、若しくはポリエチレン繊維のよう
なポリマー繊維）、又は天然繊維と合成繊維との組み合わせから構成されてもよい。
【０１８２】
　本明細書に用いるのに特に好適な孔あきトップシートは、不織布トップシートである。
好適な不織布材／層には、カーディング法、スパンボンド法、又はメルトブロウン法によ
って形成される繊維質不織布材／層が挙げられるが、メルトブロウン法では溶融ポリマー
材料が型を通して押し出され、押し出されたポリマーを細く伸ばして繊維にし、直径を減
少させ、続いて成形用表面上に堆積させる。このような不織布材／層の成形方法は、当業
者には既知である。このような繊維質不織布材／層の成形に使用するのに好適なポリマー
材料には、ポリエチレン及びポリプロピレンのようなポリオレフィン類、ポリエステル類
、ナイロン類、エチレンビニルアセテート、エチレンメタクリレート、上記材料の共重合
体類、スチレンとブタジエンのＡ－Ｂ－Ａブロックコポリマーのようなブロックコポリマ
ー類などが挙げられる。
【０１８３】
　本明細書で上述した従来の不織布材以外に、本明細書で使用する孔あきトップシートは
、スパンボンド方法のような本明細書で上述したいずれかの方法によって、典型的に提供
される従来の不織布材から作製することができ、不織布材自体が成形された後、この目的
のために当業者に既知のいずれかの従来の方法により、不織布材の中に追加の孔を成形す
ることができる。
【０１８４】
　本明細書のさらなる好ましい実施形態では、孔あきトップシートは、不織布外側層（不
織布層は着用者の表面を向く）と合せて、孔あきポリマーフィルム、好ましくは孔あき成
形フィルムを含む。典型的に、少なくとも液体が吸収性物品の上に排出されると予想され
る領域には不織布層がないように、不織布層は不連続な方法で孔あきポリマーフィルムの
上に配置される。実際、トップシートは、着用者に接触する表面が孔あきポリマーフィル
ムによりその長手方向中央部に提供される一方、中央部を含まない領域は、例えば、高ロ
フト不織布又は特に皮膚に優しい他の不織布のような不織布を具備する、いわゆるハイブ
リッドトップシートであることが特に好ましい。このようなトップシートは、欧州特許第
５２３６８３号、欧州特許第５２３７１９号、欧州特許第６１２２３３号、又は欧州特許
第７６６９５３号に開示されている。
【０１８５】
　バックシート
　バックシートは、主として、吸収構造内に吸収されて保持された排泄物が、下着パンツ
、ズボン、パジャマ、及び下着のような吸収性製品に接触する物品を濡らすのを防ぐ。バ
ックシートは、好ましくは液体（例えば、経血及び／又は尿）不透過性であり、好ましく
は薄いプラスチックフィルムから製造されるが、その他の可撓性の液体不透過性材料を使
用することもできる。本明細書で使用するとき、「可撓性」という用語は、柔軟で、人体
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の一般的な形状及び輪郭に容易に順応する材料を指す。またバックシートは、弾性の特徴
があり、一方向又は二方向に伸張させることもできる。好ましい実施形態では、バックシ
ートは、バックシートの衣類に面する表面を提供する第一層、及びその第一層と吸収構造
／コアとの間にある第二層（二次バックシートとも呼ばれる）を具備する。
【０１８６】
　バックシートは、典型的に、吸収構造全体にわたって広がっており、好ましいサイドフ
ラップ、サイド被覆要素、又はウイングに延びて、これらの一部又は全体を形成すること
ができる。
【０１８７】
　バックシートを通って液体が移動するのを防止することに加えて、バックシートは好ま
しくは通気性である。ゆえに、バックシートはまた、それを通じて水蒸気、好ましくは水
蒸気及び空気の両方を移動させることもでき、したがって物品に接触した皮膚上の高湿及
び閉塞性環境を軽減する。通気性は、本発明により使用される清涼剤に伴われる爽快感及
びドライ感のさらなる改善に寄与するので、本明細書では好ましい。本明細書においてさ
らに好ましいのは、使い捨て吸収性物品が、通気性バックシート及び孔あきポリマーフィ
ルムトップシートの両方を備えて、清涼剤を含む本明細書の物品の爽快感をさらに改善す
ることである。
【０１８８】
　本明細書に用いるのに好適な通気性バックシートには、当該技術分野において既知のす
べての通気性バックシートが含まれる。原則として、通気性バックシートには２つの種類
があり、１つは通気性及び液体不透過性の単一層の通気性バックシートであり、もう１つ
は少なくとも２つの層を有し、それらが相まって通気性及び液体不透過性の両方を提供す
るバックシートである。
【０１８９】
　本明細書に用いるのに好適な単層通気性バックシートには、例えば、英国特許第２１８
４３８９号、英国特許第２１８４３９０号、英国特許第２１８４３９１号、米国特許第４
，５９１，５２３号、米国特許第３，９８９，８６７号、米国特許第３，１５６，２４２
号、及び国際公開第９７／２４０９７号に記載のものが挙げられる。
【０１９０】
　本明細書に用いるのに好適な二層又は多層の通気性バックシートには、米国特許第３，
８８１，４８９号、米国特許第４，３４１，２１６号、米国特許第４，７１３，０６８号
、米国特許第４，８１８，６００号、欧州特許第２０３８２１号、欧州特許第７１０４７
１号、欧州特許第７１０４７２号、国際公開第９７／２４０９５号、国際公開第９７／２
４０９６号、国際公開第９７／２４０９７号、及び欧州特許第７９３９５２号に例示され
ているものが挙げられる。
【０１９１】
　特に好ましいのは、欧州特許第８１３８４９号で定義されている要件を満たすバックシ
ートであり、より好ましいのは吸収性物品もまたその特許文献に記載の要件を満たしてい
るものである。
【０１９２】
　通気性バックシートは、少なくとも一層、好ましくは少なくとも二層の水蒸気透過性の
層を具備してもよい。好適な水蒸気透過性の層には、二次元平面状ミクロ及びマクロ孔質
フィルム、モノリシックフィルム、巨視的に伸張したフィルム、及び成形孔あきフィルム
が挙げられる。本発明によれば、前記層内の孔はいかなる形状でもよいが、球形又は楕円
形が好ましい。またこれらの孔は、様々な大きさを有していてよい。好ましい実施形態で
は、孔は層の表面全体にわたって好ましくは均一に分散しているが、特定の表面領域だけ
が孔を有する層も想定される。
【０１９３】
　本明細書で使用する二次元平面状フィルムは、平均直径が１マイクロメートル～２００
マイクロメートルの孔を有する。典型的に、本明細書に用いるのに好適な二次元平面状ミ
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クロ多孔質フィルムは、平均直径が１５０マイクロメートル～１マイクロメートル、好ま
しくは１２０マイクロメートル～１０マイクロメートル、最も好ましくは９０マイクロメ
ートル～１５マイクロメートルの孔を有する。典型的な二次元平面状マクロ孔質フィルム
は、平均直径が２００マイクロメートル～９０マイクロメートルの孔を有する。本明細書
に用いるのに好適な巨視的に伸張されたフィルム及び成形孔あきフィルムは、典型的に、
直径が１００マイクロメートル～５００マイクロメートルの孔を有する。バックシートが
巨視的に伸張されたフィルム又は孔あき成形フィルムを含む、本発明による実施形態では
、バックシートは、典型的にバックシートの全表面積の５％より多く、好ましくは１０％
～３５％の開口面積を有する。
【０１９４】
　バックシートの二次元平面状層で好適なものは、当該技術分野において既知の任意の材
料から作製されてもよいが、好ましくは一般的に入手可能なポリマー材料から製造される
。好適な材料には、例えば、いわゆる通気性衣料で利用されていることで当該技術分野に
おいて周知の、ゴアテックス（GORE-TEX）（商標）又はシンパテックス（Sympatex）（商
標）タイプの材料がある。その他の好適な材料には、ミネソタ・マイニング・アンド・マ
ニュファクチャリング社（Minnesota Mining and Manufacturing Company、米国ミネソタ
州セントポール）のＸＭＰ－１００１が挙げられる。本明細書で使用するとき、「二次元
平面状層」という用語は、１ｍｍ未満、好ましくは０．５ｍｍ未満の厚みを有する層であ
り、その孔が層の長さに沿って平均的で均一な直径を有し、孔が層の平面より外に突き出
ていない層を意味する。本発明でバックシートとして使用する孔あき材料は、欧州特許第
２９３４８２号及びその特許中の参照文献に記載されているような、当該技術分野におい
て既知のいずれかの方法を使用して製造してもよい。さらに、この方法によって製造され
る孔の大きさは、バックシート層の平面を横切る力を加える（すなわち、層を伸張させる
）ことにより大きくしてもよい。
【０１９５】
　好適な孔あき成形フィルムには、層の衣類に面する表面の水平面を超えてコアの方向に
延びて突出部を形成している分離した孔を有するフィルムが含まれる。突出部はその末端
部に位置するオリフィスを有する。好ましくは前記突出部は、米国特許第３，９２９，１
３５号に記載されているのと同様の漏斗形状である。平面内に位置する孔、及び突出部の
末端部に位置するオリフィス自体は、円形でも非円形でもよいが、突出部の末端における
オリフィスの断面の大きさ又は面積が、層の衣類に面する表面内に位置する孔の断面の大
きさ又は面積よりも小さい場合に限る。好ましくは前記孔あき成形フィルムは、コアに向
かって、完全でないとしても少なくとも実質的に一方向の流体移動を有するような単一方
向性を有する。本明細書に用いるのに好適な巨視的に伸張されたフィルムには、例えば、
米国特許第６３７，８１９号及び米国特許第４，５９１，５２３号に記載されているよう
なフィルムが挙げられる。
【０１９６】
　本明細書に用いるのに好適な巨視的に伸張されたフィルムには、例えば、米国特許第４
，６３７，８１９号及び米国特許第４，５９１，５２３号に記載されているようなフィル
ムが挙げられる。
【０１９７】
　好適なモノリシックフィルムには、デュポン社（DuPont Corporation）（米国）から入
手可能なハイトレル（Hytrel）（商標）、並びにインデックス９３コングレス、セッショ
ン７Ａ、（Index 93 Congress,Session 7A）「不織布への価値の付加（Adding value to 
Nonwovens）」（Ｊ－Ｃ．カルディナル（J-C.Cardinal）及びＹ．トロイレート（Y.Troui
lhet）、デュポン・ド・ヌムール・インターナショナル社（DuPont de Nemours internat
ional S.A.）、スイス）に記載されているようなその他の材料が挙げられる。
【０１９８】
　バックシートは、前記水蒸気透過層に加えて、追加のバックシート層を具備してもよい
。前記追加の層は、バックシートの前記水蒸気透過層のどちら側に配置してもよい。追加



(38) JP 4679799 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

の層は、繊維質の層又は上述した水蒸気透過層のようないずれの材料のものであってもよ
い。
【０１９９】
　本明細書において特に好ましい実施形態では、吸収性物品に二層又は多層の通気性バッ
クシート複合材を用いる。本明細書に用いるのに好適な通気性バックシートは、少なくと
も第一層及び第二層を有する。第一層は、吸収性コアの衣類に面する表面と第二層の着用
者に面する表面との間に位置決めされる。この層は、吸収性コアから液体が外側に通過す
るのを遅らせ又は防ぎ、同時に空気流又は水蒸気が層を自由に通過できるように配向され
る。第二層は、物品の通気性を助けるために、水蒸気及び空気透過性を提供する。吸収性
物品の通気性による快適性の利益をさらに改善させるために、水蒸気透過性に加えて、空
気透過性であることが望ましい。
【０２００】
　このような第一層は、好ましくは吸収性コアに直接接触している。この層は、孔があい
ていることにより、空気及び水蒸気透過性を提供する。好ましくは、この層は前述の米国
特許出願第５，５９１，５１０号、又は国際公開第９７／０３８１８号、国際公開第９７
／０３７９５号により作製される。特に、この層は毛管を有するポリマーフィルムを含む
。この毛管は、フィルムの着用者に面する表面から離れる方向に９０°未満の角度で延び
ている。好ましくは、毛管は層の全表面にわたって均一に分散しており、すべて同じ形状
である。ただし、このような毛管は表面の特定の領域にのみ孔を有する層、例えば、吸収
性コアの中央負荷ゾーンと整列する領域の外側部分のみに孔を有する層に配置されること
がある。
【０２０１】
　毛管孔を有するこのような三次元ポリマーフィルムの製造方法は、既に記載した孔あき
フィルムトップシートの参照文献、孔あき成形フィルムの参照文献、及びミクロ又は巨視
的に伸張したフィルムの参照文献に記述された方法と同一又は類似のものである。典型的
に、ポリエチレン（ＬＤＰＥ、ＬＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、ＨＤＰＥ、又はこれらの積層体）
のようなポリマーフィルム又は好ましくはモノリシックポリマーフィルムをその融点付近
で加熱し、形成スクリーンを通して吸引力にさらす。この吸引力は、その力にさらされた
部分を引っ張り、意図したフィルムの形状になるように孔を形成する。このとき吸引力が
十分強いと、フィルムはその末端部で破断し、それによりフィルムを突き抜けた孔が形成
される。
【０２０２】
　特に第一層の材料にモノリシックポリマーフィルムを用いると、圧力条件下でも水蒸気
透過性を提供できる。孔は「漏れの危険がない」状況の間は空気透過性を提供するが、圧
力条件下では毛管を閉じてしまう一方、モノリシック材料はこのような場合にも水蒸気透
過性を保持する。本明細書に用いるのに好ましい通気性モノリシックフィルム材料は、高
い蒸気交換性を有するものである。好適なモノリシックフィルムには、デュポン社（DuPo
nt Corporation）（米国）から入手可能なハイトレル（Hytrel）（商標）、並びにインデ
ックス９３コングレス、セッション７Ａ、（Index 93 Congress,Session 7A）「不織布へ
の価値の付加（Adding value to Nonwovens）」（Ｊ－Ｃ．カルディナル（J-C.Cardinal
）及びＹ．トロイレート（Y.Trouilhet）、デュポン・ド・ヌムール・インターナショナ
ル社（DuPont de Nemours international S.A.）、スイス）に記載されているようなその
他の材料が挙げられる。
【０２０３】
　毛管の様々な形態、形状、サイズ、構成配置は、欧州特許第９３４７３５号及び欧州特
許第９３４７３６号に記述されており、これら両方を本願に引用して援用する。具体的に
は、孔が側壁を有する毛管を形成する。毛管はフィルムの着用者に面する表面から離れる
方向に延びており、その長さは典型的に少なくとも孔の最大直径規模の水準であるべきで
、この長さが最大孔直径の数倍に達することもある。毛管は、フィルムの衣類に面する表
面の平面内の第一開口部と、前述した方法で吸引力（真空など）によって孔を作り出すと



(39) JP 4679799 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

きに形成される開口部である第二開口部とを有する。当然、第二開口部の縁部は、ぎざぎ
ざ又は不均一であってもよく、開口部の縁部から延びるルーズ（loose）要素を具備して
いる。ただし、毛管の第二開口部の縁部で延びている要素と吸収性物品内の吸収性コアの
間で液体輸送のもつれが生じないように、開口部は可能な限り滑らかである方がよい（反
対に、これは孔あきフィルムトップシートにとっては望ましく、このようなルーズ要素が
吸引末端の機能をもたらす）。通気性バックシートの第一層にある毛管は、空気及び水蒸
気を透過させることができ、毛管は傾斜した向きに傾いていることやその形状によって、
これらの透過を妨げることはない。同時に、この傾斜及び形状により、着用者に面する表
面から毛管に圧力がかかると、毛管が閉じて、液体が毛管を通って物品の外側に移動する
ことがほとんど不可能になる。ゆえに、これらの三次元成形フィルム層は通気性吸収性物
品の観点からは大変好ましく、後述するように設置される追加の第二外層と合せれば特に
好ましい。
【０２０４】
　本発明の通気性バックシートの第二外層は、４０ｇ／ｍ２未満、好ましくは２８ｇ／ｍ
２未満の坪量を有する繊維質不織布ウェブである。さらに好ましくは、第二外層は、１３
ｇ／ｍ２未満の坪量を有する合成繊維から製造したメルトブロウン不織布層、及び同様に
合成繊維から製造したスパンボンド不織布層の層状複合物によって形成された繊維質不織
布ウェブである。
【０２０５】
　本明細書における最も好ましい実施形態では、バックシートは少なくとも次の第一層及
び第二層を具備する。第一層は弾性三次元ウェブであり、毛管を形成する孔を有する液体
不透過性ポリマーフィルムから構成され、この毛管はフィルム平面に対して垂直ではなく
、フィルム平面に対して９０°未満の角度を持って配置される。第二層は多孔質ウェブの
通気性層であり、１３ｇ／ｍ２未満の坪量を有する合成繊維から製造したメルトブロウン
不織布層、及び合成繊維から製造したスパンボンド不織布層の繊維質不織布複合ウェブで
ある。
【０２０６】
　本発明の吸収性物品に通気性バックシートとして使用するとき、バックシートは、少な
くとも次の２つの層を具備する。１つの層は弾性三次元ウェブの通気性の層であり、毛管
を形成する孔を有する液体不透過性ポリマーフィルムから構成され、この毛管はフィルム
平面に対して垂直ではなく、フィルム平面に対して９０°未満の角度を持って配置される
。もう１つの層は多孔質ウェブの通気性の層であり、４０ｇ／ｍ２未満（厳密には約２８
ｇ／ｍ２）の坪量を有する繊維質不織布ウェブから構成され、さらに本発明の顕著な利点
の一因となる。実際、これらのバックシートは、快適性、ユーザーの下着の汚れ防止、ド
ライ感などの点で非常によく機能し、同時に不織布層の坪量が減ったことによりさらなる
快適性を提供している。この坪量の減少が、物品全体のより有効改善された材料消費構造
も提供する。
【０２０７】
　本発明によれば、吸収性物品は、生理用ナプキン、パンティライナー、成人用失禁製品
、授乳パッド、幼児用おむつにおいてその有用性を見出すことができる。本発明は特に、
生理用ナプキン及びパンティライナーとして受け入れられる。生理用ナプキン又はパンテ
ィライナーの形態の副次形である新しい製品設計、すなわちソング形の生理用ナプキン又
はパンティライナー、いわゆるソングライナー（thong liners）は、特に本発明に受け入
れられやすい。このソングライナーの設計は、ソングスリップ、Ｇ－ストリング下着、又
はひもパンティにおいて着用されることができるような形状を有する生理用ナプキン又は
パンティライナーを供給するようなものであるので、ソングの形状は基本的に三角形又は
台形である。
【０２０８】
　したがって、上述の構成成分に加えて、吸収性物品はその意図される使用状況において
製品に典型的なすべての特徴及び部品を具備してもよい。これらには、例えば、ウイング
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及びサイドフラップ、下着接着手段、剥離紙、包装成分、固定手段などが挙げられる。本
発明の吸収性物品は、場合により、製品の意図される用途で典型的なすべての構成成分を
含むことができる。例えば、吸収性物品は、物品の特に後ろ末端部方向への位置決め及び
汚れ防御性能を改善するために、ウイングのような構成成分を具備することができる。こ
のような設計は、例えば、欧州特許第１３０８４８号又は欧州特許第１３４０８６号に示
され、ウイングを有するソングライナーは、米国意匠特許第３９４，５０３号、英国意匠
特許第２，０７６，４９１号及び第２，０８７，０７１号と同様に、ハーグ協定の下に、
工業意匠ＤＭ第０４５５４４号（１９９８年１０月２１日国際出願）に示されている。
【０２０９】
　ウイングは、ソングライナー若しくは従来の吸収性物品用に特別に設計されたかどうか
に関わらず、別個の部品として提供され、ソングライナー、従来のパンティライナー、若
しくは生理用ナプキンに取り付けることができ、又は例えば、トップシート、バックシー
ト、若しくはその組み合わせの一体延長型にすることにより、吸収性物品の材料と一体化
することができる。ウイングを取り付ける場合、基本的に外側を向く位置に取り付け可能
であるし、又は使用中の位置に向かって、例えば、長手方向中心線に向かって予め配置す
ることもできる。
【０２１０】
　最も好ましい吸収性物品は、取り付けのための固定用接着剤を具備する。生理用ナプキ
ン、パンティライナー、又はソングライナーの場合、いわゆるパンティ固定用接着剤は、
下着への取り付けのためにバックシート上に存在することが好ましい。しかし、汗取りパ
ッド、例えば、脇の下用汗取りパッドについては、近接する衣類に取り付けるか、又は着
用者の皮膚に直接取り付けるかのいずれかが、また考えられる。言うまでもなく、このよ
うな皮膚への直接の取り付けは、従来、水性ゲル、ヒドロゲル、又は油性ゲルベースの体
用接着剤により提供されるが、生理用ナプキン又はボディライナー（パンティライナーと
対比して）においても用いることができる。
【０２１１】
　水蒸気透過性試験
　この試験の基本原理は、バックシート構造及び／又は物品の水蒸気透過量を定量化する
ことである。適用される試験方法は、標準化された織物産業応用試験方法に基づくもので
あり、一般に「カップ試験法」と呼ばれている。試験は、２４時間、温度２３℃及び相対
湿度５０％に保たれた、安定な温度／湿度の実験室で行われる。
【０２１２】
　（装置）：
　１）開口面積＝０．０００５９ｍ2の試料カップ。
　２）蒸留水を完成した試料カップに注入するための注射器。
　３）試料を準備した後でカップを密封するための蝋。
　４）直径＝３０ｍｍの円形試料の調製を容易にするための環状パンチ。
　５）安定な気候条件（２３℃±０．５℃／５０％ＲＨ±１％ＲＨ）の実験室。
　６）小数点第４位までの精度の化学天秤。
【０２１３】
　（試料調製／測定）：
　試験は、物品又はバックシート構造上で実施する。代表的な物品又はバックシートを選
択し、パンチを用いて試料を切断して一定の大きさにする。切断された試料は、試料ホル
ダーに適切に重なるのに十分な大きさであり、切断操作によって破損した又は望ましくな
い延伸を生じた材料を測定実施時に測定中心の外に置くことを保証する十分な大きさであ
る。試料は、カップに完全に重なるように、試料カップの上に配置される。試料は、実験
環境に曝露される表面が物品の着用中に見られるものと同じになるような方向に向ける。
【０２１４】
　続いて、試料の閉鎖用リングを試料の上に置き、押し下げる。これにより、確実に、余
分な材料が適切な場所にしっかりと保持され、測定を妨害しない。続いて、閉鎖用リング
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の表面全体に蝋を適用して、確実に装置の上部全体が環境に対して閉鎖されるようにする
。注射器を用いて、蒸留水（５±０．２５ｍｌ）を微小な穿孔から密封された試料カップ
に注入する。最後に、この穿孔をシリコングリースで密封する。
【０２１５】
　カップ全体（試料及び水を含有する）の重量を測定し、重量を小数点第４位まで記録す
る。続いて、カップをファンによって発生される換気流の中に置く。試料カップ上部の上
の空気流は、３±０．３ｍ／秒であり、風速計（「アネモ」（Anemo）、デュータ社（Deu
ta SpA.）（イタリア）より）によって確認する。試料カップを前記の換気された試験場
に２４時間置き、その後再度重量を計測する。この間に、試験試料が十分に通気性であれ
ば、試料ホルダー内の液体は試料ホルダーから実験室環境へ拡散することができる。この
結果、試料ホルダー内の水の重量が減少することとなり、２４時間経過後の完全な試料カ
ップの再重量測定で、定量化することができる。蒸気透過性の値は、試料容器の開口面積
で割った、重量損失量として測定され、１日当たりの量を求める。
【０２１６】
　すなわち、蒸気透過性＝重量損失（ｇ）／（０．０００５９ｍ2／２４時間）
　以下の実施例により、本発明についてさらに説明する。
【実施例】
【０２１７】
　（実施例１）
　パンティライナーは、市販のパンティライナー、すなわちプロクター・アンド・ギャン
ブル社（Procter & Gamble）（ドイツ）製の「オールデイズ（Alldays）」（登録商標）
に手を加えて準備した。
【０２１８】
　トップシートは、フィルム／不織布複合材である（フィルムの供給元：コード４５１０
５　ＢＰケミカル・プラスチック（BP Chemical Plastic）（ドイツ））（不織布の供給
元：コードＴ－２７　ＡＸＣ　コロリンド（Corolind）ＨＤＰＥリノテック（LINOTEC）
）。
【０２１９】
　２３重量％のメンチルラクテート（Ｈ＆Ｒ（ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）
ＭＬ（登録商標）の名称で入手可能）、及び７７重量％のトリエチルシトレート（アルド
リッチ（Aldrich）より入手可能）からなるエモリエント剤含有組成物３０ｇ／ｍ2を、ト
ップシートの着用者に面する表面全体に均一に噴霧した。
【０２２０】
　コアは、坪量１００ｇ／ｍ2の吸収性ゲル化合物を含有するエアレイド材料であり、コ
ンサート（Concert）からコードＧＨ１００．９１２０９で入手可能である。
【０２２１】
　バックシートは、第一層及び第二層の２つの層を含む。第一層（二次バックシートとも
呼ばれる）は、吸収性ティッシュ及び第二層と接触している。第二層は、第一層及び着用
者の下着と接触している。第一層は成形孔あきフィルム（ＨＥＸ）である（供給元：トレ
ドガー・フィルム・プロダクツ（Tredegar Film Products B.V.）、オランダ、製造コー
ドＸ－２５３６８）。第二層は、微多孔性の層で構成されている（供給元：エクソン・カ
ンパニー（EXXON Company）、イリノイ州、製造コードＥＸＸＡＩＲＥ　ＢＦ１１２　Ｗ
）。バックシートの各層は、約８ｇ／ｍ2の坪量で広範囲に重なり合ったスパイラル接着
剤によって、表面全体に接合されている。両方のバックシート層を取り付けるために使用
した接着剤は、ＳＡＶＡＲＥ’ＳｐＡ（イタリア）から供給されたものである（材料コー
ドＰＭ１７）。
【０２２２】
　（実施例２）
　これは、本発明によるパンティライナーの実施例である。このパンティライナーは、プ
ロクター・アンド・ギャンブル社（Procter & Gamble）（ドイツ）から入手可能な「オー
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ルデイズ（Alldays）（登録商標）」を基にして手を加えたものである。
【０２２３】
　トップシートは、フィルム／不織布複合材である（フィルムの供給元：コード４５１０
５　ＢＰケミカル・プラスチック（BP Chemical Plastic）（ドイツ））（不織布の供給
元：コードＴ－２７　ＡＸＣ　コロリンド（Corolind）ＨＤＰＥリノテック（LINOTEC）
）。
【０２２４】
　２３重量％のメンチルラクテート（Ｈ＆Ｒ（ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）
ＭＬ（登録商標）の名称で入手可能）、及び７７重量％のトリエチルシトレート（アルド
リッチ（Aldrich）より入手可能）からなるエモリエント剤含有組成物３０ｇ／ｍ2を、ト
ップシートの着用者に面する表面全体に均一に噴霧した。
【０２２５】
　コア材料は、５５ｇ／ｍ2の坪量を有するエアレイドティッシュの二層から構成される
ティッシュ積層体（１３．２ｃｍ×４．０ｃｍ）である（ユニカイ（Unikay）（イタリア
）から供給元コードＵｎｉｋａｙ３０３ＬＦとして入手可能）。積層体は、上記の２つの
ティッシュ層の間に、吸収性ゲル材料、すなわちＡｇｍアクアリック（Agm Aqualic）（
ショクバイ（Shokubai）よりコードＡｑｕａｌｉｃ　Ｌ－７４で入手可能）と、臭気抑制
物質、すなわちゼオライトＡ（Zeolite A）（デグッサ（Degussa）よりコードＺｅｏｌｉ
ｔｅ　Ｗｅｓｓａｌｉｔｈ　ＣＳで入手可能）とを含有する。
【０２２６】
　バックシートは、第一層及び第二層の２つの層を含む。第一層（二次バックシートとも
呼ばれる）は、吸収性ティッシュ及び第二層と接触している。第二層は、第一層及び着用
者の下着と接触している。第一層は成形孔あきフィルム（ＨＥＸ）である（供給元：トレ
ドガー・フィルム・プロダクツ（Tredegar Film Products B.V.）、オランダ、製造コー
ドＸ－２５３６８）。第二層は、微多孔性の層で構成されている（供給元：エクソン・カ
ンパニー（EXXON Company）、イリノイ州、製造コードＥＸＸＡＩＲＥ　ＢＦ１１２　Ｗ
）。バックシートの各層は、約８ｇ／ｍ2の坪量で広範囲に重なり合ったスパイラル接着
剤によって、表面全体に接合されている。両方のバックシート層を取り付けるために使用
した接着剤は、ＳＡＶＡＲＥ’ＳｐＡ（イタリア）から供給されるものである（材料コー
ドＰＭ１７）。
【０２２７】
　（実施例３）
　これらは、本発明による生理用ナプキンの実施例である。生理用ナプキンは、プロクタ
ー・アンド・ギャンブル社（Procter & Gamble）（ドイツ）から入手可能な「オールウェ
イズ・ウルトラ（Always Ultra）」（登録商標）生理用ナプキンを基にして手を加えたも
のである。
【０２２８】
　トップシートは、孔あきフィルム（トレドガー（Tredegar）、オランダよりコードＸ－
２５６０２で入手可能なＳ－ＲＩＳ　ＣＰＭ材料）から作られた第一の外部トップシート
層と、第一の外部トップシート層とコアとの間に位置するエアレイド材料（ＤＵＮＩ（ス
ウェーデン）よりコードＰＴＣ　Ｘ　０７７で入手可能）から作られた第二トップシート
層とのフィルム／エアレイド複合材である。
【０２２９】
　２３重量％のメンチルラクテート（Ｈ＆Ｒ（ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）
ＭＬ（登録商標）の名称で入手可能）、及び７７重量％のトリエチルシトレート（アルド
リッチ（Aldrich）より入手可能）からなる３０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物を、
トップシートの着用者に面する表面、すなわち孔あきフィルムの外表面の全体に均一に噴
霧した。別の方法として、エアレイド第二トップシート層の着用者に面する表面だけにエ
モリエント剤含有組成物を均一に噴霧するか、又はエアレイド第二トップシート層と第一
孔あきトップシート層との両方に噴霧する。
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【０２３０】
　コア材料は、コンサート（Concert）（ドイツ）からコードＧＨ１５０　１００６で入
手可能なＡｇｍを含有するエアレイドコアである。
【０２３１】
　バックシートは、成形孔あきフィルムバックシート層及び第二の微多孔層から構成され
る多層の通気性バックシートである。第一層は衝撃に強い六角形の穴の配置を有するポリ
エチレンフィルムである（供給元：トレドガー・フィルム・プロダクツ（Tredegar Film 
Products B.V.）（オランダ）製造コードＸ２５３６８）。バックシートの第二層は、微
小多孔性層（トレドガー（Tredegar）、ハンガリーによってＸＢＦ６１０Ｗの名称で製造
）で置き換えられている。
【０２３２】
　（他の実施例）
　実施例１又は２と同様の追加のパンティライナーと同様に、実施例３と同様の追加の生
理用ナプキンを準備した。ただし、実施例１～３で述べたエモリエント剤含有組成物を適
用する代わりに、次の組成物をトップシートの着用者に面する表面全体に均一に噴霧した
。
【０２３３】
　次のいずれか
　・２０重量％のメトキシプロパンジオール（タカサゴ（Takasago）よりＴＫ－１０（登
録商標）の名称で入手可能）と、８０重量％のトリエチルシトレート又はトリアセチルシ
トレート（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエ
ント剤含有組成物。
又は
　・２０重量％のメントングリセロールケタール（Ｈ＆Ｒよりフレスコラト（Frescolat
）ＭＧＡ（登録商標）の名称で入手可能）と、８０重量％のトリエチルシトレート又はト
リアセチルシトレート（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能）とからなる、２０ｇ／
ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・２０重量％のエチルメンタンカルボキサミド（ローディア・カイレックス（Rhodia C
hirex）よりＷＳ－３（登録商標）の名称で入手可能）と、８０重量％のトリエチルシト
レート又はアセチルトリブチルシトレート（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能）と
からなる、２０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・３０重量％のエチルメンタンカルボキサミド（ローディア・カイレックス（Rhodia C
hirex）よりＷＳ３（登録商標）の名称で入手可能）と、７０重量％のプロピレングリコ
ール（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエント
剤含有組成物。
又は
　・３０重量％のメンチルラクテート（ハーマン・アンド・ライマー（Haarman&Reimer）
（ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）ＭＬ（登録商標）の名称で入手可能）と、７
０重量％のプロピレングリコール（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能）とからなる
、４０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・２５重量％のメンチルラクテート（ハーマン＆ライマー社（Haarmann & Reimer）（
ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）（登録商標）ＭＬの名称で入手可能）と、５重
量％のｌ－メンソール（タカサゴ（Takasago）よりメンソール（Menthol）の名称で入手
可能）と、７０重量％のプロピレングリコール（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能
）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・２５重量％のメンチルラクテート（ハーマン＆ライマー社（Haarmann & Reimer）（
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ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）（登録商標）ＭＬの名称で入手可能）と、５重
量％のｌ－メンソール（タカサゴ（Takasago）よりメンソール（Menthol）の名称で入手
可能）と、７０重量％のトリエチルシトレート（アルドリッチ（Aldrich）より入手可能
）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・２０重量％のメンチルラクテート（ハーマン＆ライマー社（Haarmann & Reimer）（
ドイツ）よりフレスコラト（Frescolat）（登録商標）ＭＬの名称で入手可能）と、１０
重量％のｌ－メンソール（タカサゴ（Takasago）よりメンソール（Menthol）の名称で入
手可能）と、７０重量％のアセチル－トリブチルシトレート（アルドリッチ（Aldrich）
より入手可能）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
又は
　・２５重量％のメントキシプロパンジオール（タカサゴ（Takasago）よりＴＫ１０（登
録商標）の名称で入手可能）と、５重量％のｌ－メンソール（タカサゴ（Takasago）より
入手可能）と、７０重量％のプロピレングリコール（アルドリッチ（Aldrich）より入手
可能）とからなる、３０ｇ／ｍ2のエモリエント剤含有組成物。
【０２３４】
　本明細書で以上で例示した生理用ナプキン及びパンティライナーはすべて、ほぼ即時の
（着用後約２分以内）及び長時間持続する爽快感（３～４時間を超える）を含めて、使用
中の着用者への快適性を改善し、同時に皮膚の健康を維持し、又は改善までもすることが
わかった。
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